
(57)【要約】

【課題】庫内冷却により得た排熱を室内の暖房に利用す

る冷凍装置において、有効な排熱利用を行うことである

。

【解決手段】冷凍装置（1）は、主圧縮機（11）を有す

る室外ユニット（2）、室内熱交換器（31）を有する室

内ユニット（3）、及び冷凍熱交換器（41）を有した冷

凍ユニット（4）が接続されてなる冷媒回路（10）と、

主圧縮機（11）と室内熱交換器（31）との間に設けられ

た給湯熱交換器（16）に接続された給湯回路（70）とを

備えている。暖房運転時には、冷凍熱交換器（41）で蒸

発した冷媒が、ブースタ圧縮機（50）及び主圧縮機（11

）を順に流れて圧縮される。主圧縮機（11）から吐出し

た冷媒は、給湯熱交換器（16）の第１流路（16a）を流

れ、第２流路（16b）を流れる給湯回路（70）の給湯用

水を加熱した後に、室内熱交換器（31）を流れ室内空気

に放熱し、室内を暖房する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 圧 縮 機 （ 11,50） と 室 内 を 空 調 す る 室 内 熱 交 換 器 （ 31） と 冷 却 膨 張 機 構 （ 46） と 庫 内
を 冷 却 す る 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） と を 有 す る 冷 媒 回 路 （ 10） を 備 え 、 上 記 圧 縮 機 （ 11） か ら
吐 出 し て 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ 凝 縮 し た 冷 媒 が 上 記 冷 却 膨 張 機 構 （ 46） を 経 て 上
記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻 る よ う に 冷 媒 を 循 環 さ せ る 暖
房 運 転 を 少 な く と も 行 う 冷 凍 装 置 で あ っ て 、
　 　 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） に お け る 上 記 圧 縮 機 （ 11） と 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） と の 間 に は
、 給 湯 回 路 （ 70） が 接 続 さ れ て 上 記 圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 冷 媒 と 上 記 給 湯 回 路 （ 70） の 給 湯
用 水 と を 熱 交 換 さ せ て 該 給 湯 用 水 を 加 熱 す る た め の 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 　 請 求 項 １ に お い て 、
　 　 上 記 圧 縮 機 （ 11,50） は 、 運 転 容 量 可 変 に 構 成 さ れ 、
　 　 上 記 暖 房 運 転 時 に 、 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る 庫 内 の 冷 却 負 荷 に 基 づ い て 、 上
記 圧 縮 機 （ 11,50） の 運 転 容 量 を 制 御 す る 容 量 制 御 手 段 （ 102） を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 　 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、
　 　 上 記 暖 房 運 転 時 に 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 暖 房 負 荷 に 基 づ い て 、 給
湯 熱 交 換 器 （ 16） を 流 れ る 給 湯 用 水 の 流 量 を 制 御 す る 流 量 制 御 手 段 （ 103） を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 　 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に お い て 、
　 　 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） に は 、 室 内 膨 張 機 構 （ 36） が 設 け ら れ る 一 方 、
　 　 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） に は 、 上 記 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し て 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） と
室 内 熱 交 換 器 （ 31） と を 順 に 流 れ 凝 縮 し た 冷 媒 が 上 記 冷 却 膨 張 機 構 （ 46） を 経 て 上 記 冷 却
熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻 る よ う に 冷 媒 を 循 環 さ せ る 行 う 暖 房
運 転 と 、 上 記 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し て 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） を 流 れ た 冷 媒 の 一 部 が 、
上 記 冷 却 膨 張 機 構 （ 46） を 経 て 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11）
に 戻 る と 同 時 に 、 残 り の 冷 媒 が 上 記 室 内 膨 張 機 構 （ 36） を 経 て 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を
流 れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻 る よ う に 冷 媒 を 循 環 さ せ る 冷 房 運 転 と を 切 り 換 え る 切
換 手 段 （ 12） が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 　 請 求 項 ４ に お い て 、
　 　 上 記 圧 縮 機 （ 11,50） は 、 運 転 容 量 可 変 に 構 成 さ れ 、
　 　 上 記 冷 房 運 転 時 に 、 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る 庫 内 の 冷 却 負 荷 及 び 上 記 室 内 熱
交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 冷 房 負 荷 に 基 づ い て 、 上 記 圧 縮 機 （ 11,50） の 運 転 容 量 を 制
御 す る 容 量 制 御 手 段 （ 102） を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 　 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か １ 項 に お い て 、
　 　 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） に は 、 室 外 膨 張 機 構 （ 15） と 室 外 熱 交 換 器 （ 13） と が 設 け ら れ る
一 方 、
　 　 上 記 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し て 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） と 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） と
を 順 に 流 れ た 冷 媒 の 一 部 が 、 上 記 冷 却 膨 張 機 構 （ 46） を 経 て 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） を 流
れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻 る と 同 時 に 、 残 り の 冷 媒 が 、 上 記 室 外 膨 張 機 構 （ 15） を
経 て 上 記 室 外 熱 交 換 器 （ 13） を 流 れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻 る よ う に 冷 媒 を 循 環 さ
せ る 暖 房 能 力 制 御 手 段 （ 104） を 備 え て い る
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こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 　 請 求 項 ６ に お い て 、
　 　 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） の 室 内 の 暖 房 負 荷 及 び 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 給 湯 負 荷 に 基 づ
い て 、 上 記 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に お け る 冷 媒 の 吸 熱 量 を 制 御 す る 吸 熱 量 制 御 手 段 （ 106）
を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 　 請 求 項 ４ 又 は ５ に お い て 、
　 　 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） に は 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） が 設 け ら れ る 一 方 、
　 　 上 記 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し て 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） と 上 記 室 外 熱 交 換 器 （ 13） と
を 順 に 流 れ て 凝 縮 し た 冷 媒 の 一 部 が 、 上 記 冷 却 膨 張 機 構 （ 46） を 経 て 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （
41） を 流 れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻 る と 同 時 に 、 残 り の 冷 媒 が 上 記 室 内 膨 張 機 構 （
36） を 経 て 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻 る よ う に 冷 媒 を
循 環 さ せ る 冷 房 能 力 制 御 手 段 （ 105） を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 　 請 求 項 ８ に お い て 、
　 　 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 給 湯 負 荷 に 基 づ い て 、 上 記 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に お け る 冷
媒 の 放 熱 量 を 制 御 す る 放 熱 量 制 御 手 段 （ 106） を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 本 発 明 は 、 冷 却 熱 交 換 器 と 室 内 熱 交 換 器 と を 備 え た 冷 凍 装 置 に 関 し 、 冷 却 熱 交 換 器 で
得 た 排 熱 を 有 効 に 利 用 す る た め の 対 策 に 係 る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 従 来 か ら 、 庫 内 を 冷 却 す る 冷 却 熱 交 換 器 と 室 内 空 調 を 行 う 室 内 熱 交 換 器 と が 接 続 さ れ
た 冷 媒 回 路 を 備 え た 冷 凍 装 置 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 特 許 文 献 １ の 冷 凍 装 置 は 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア な ど の 店 内 に 設 置 さ れ 、 室 内 の 空 調
と シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却 と を 行 う も の で あ る 。 上 記 冷 凍 装 置 は 、 室 外 熱 交 換 器 と 圧 縮 機 構 と
を 有 す る 室 外 ユ ニ ッ ト と 、 店 内 の 冷 暖 房 を 行 う 室 内 熱 交 換 器 を 有 す る 室 内 ユ ニ ッ ト と 、 冷
蔵 シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却 を 行 う 冷 蔵 熱 交 換 器 を 有 す る 冷 蔵 ユ ニ ッ ト と 、 冷 凍 の シ ョ ー ケ ー ス
の 冷 却 を 行 う 冷 凍 熱 交 換 器 と ブ ー ス タ 圧 縮 機 と を 有 す る 冷 凍 ユ ニ ッ ト と を 備 え 、 各 ユ ニ ッ
ト が 接 続 さ れ て 蒸 気 圧 縮 式 冷 凍 サ イ ク ル の 冷 媒 回 路 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 上 記 冷 凍 装 置 は 、 室 内 の 暖 房 と シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却 と を 行 う 場 合 、 冷 凍 ・ 冷 蔵 の 各 熱
交 換 器 で 冷 媒 が 蒸 発 し て シ ョ ー ケ ー ス の 庫 内 を 冷 却 す る 。 そ し て 、 冷 蔵 熱 交 換 器 で 蒸 発 し
た 冷 媒 は 、 冷 凍 熱 交 換 器 で 蒸 発 し て ブ ー ス タ 圧 縮 機 で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 と 合 流 し て 室 外 ユ ニ
ッ ト の 圧 縮 機 構 で 圧 縮 さ れ る 。 そ の 後 、 冷 媒 は 、 室 内 熱 交 換 器 で 室 内 空 気 に 放 熱 し て 凝 縮
液 化 し 、 こ れ に よ り 、 室 内 空 気 を 加 熱 し て 室 内 の 暖 房 を 行 う 。 つ ま り 、 こ の 暖 房 運 転 で は
、 冷 凍 ・ 冷 蔵 熱 交 換 器 で 得 た 排 熱 を 室 内 の 暖 房 に １ ０ ０ ％ 利 用 す る 熱 回 収 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 一 方 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア な ど に お い て は 、 店 内 の 照 明 や 食 品 の 保 温 器 な ど の 温 熱
が 発 生 し て お り 、 暖 房 能 力 が さ ほ ど 必 要 で な い 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 上 記 冷 凍 装
置 は 、 冷 凍 ・ 冷 蔵 熱 交 換 器 で 蒸 発 し て 室 外 ユ ニ ッ ト の 圧 縮 機 で 圧 縮 さ れ た 後 、 該 圧 縮 機 か
ら 吐 出 さ れ た 冷 媒 の 一 部 が 、 室 内 熱 交 換 器 で 凝 縮 す る と 共 に 、 残 り の 冷 媒 が 、 室 外 ユ ニ ッ
ト の 室 外 熱 交 換 器 で 室 外 空 気 に 放 熱 し て 凝 縮 液 化 す る 。 つ ま り 、 こ の 暖 房 運 転 で は 、 冷 凍
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・ 冷 蔵 熱 交 換 器 で 得 た 排 熱 の 一 部 が 、 室 内 の 暖 房 に 利 用 さ れ る 一 方 、 余 剰 の 熱 を 室 外 に 捨
て る こ と に よ り 、 冷 凍 サ イ ク ル の 熱 の 出 入 り を バ ラ ン ス さ せ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ５ ７ ３ ７ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 上 述 し た よ う に 、 従 来 の 冷 凍 装 置 で は 、 店 内 の 暖 房 負 荷 が さ ほ ど 高 く な い 場 合 、 冷 却
用 の 熱 交 換 器 で 得 た 排 熱 を 室 内 熱 交 換 器 に お け る 室 内 の 暖 房 に １ ０ ０ ％ 利 用 す る こ と が で
き な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 本 発 明 は 、 か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 冷 却 熱 交 換 器 で 庫 内 冷 却 に よ り 得
た 排 熱 を 室 内 の 暖 房 に 利 用 す る 熱 回 収 運 転 を 行 う 冷 凍 装 置 に お い て 、 冷 却 熱 交 換 器 で 得 た
排 熱 を 有 効 に 利 用 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 第 １ の 発 明 は 、 圧 縮 機 （ 11,50） と 室 内 を 空 調 す る 室 内 熱 交 換 器 （ 31） と 冷 却 膨 張 機
構 （ 46） と 庫 内 を 冷 却 す る 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） と を 有 す る 冷 媒 回 路 （ 10） を 備 え 、 上 記 圧
縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し て 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ 凝 縮 し た 冷 媒 が 上 記 冷 却 膨 張 機 構
（ 46） を 経 て 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻 る よ う に 冷 媒
を 循 環 さ せ る 暖 房 運 転 を 少 な く と も 行 う 冷 凍 装 置 で あ っ て 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） に お け る
上 記 圧 縮 機 （ 11） と 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） と の 間 に は 、 給 湯 回 路 （ 70） が 接 続 さ れ て 上
記 圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 冷 媒 と 上 記 給 湯 回 路 （ 70） の 給 湯 用 水 と を 熱 交 換 さ せ て 該 給 湯 用 水
を 加 熱 す る た め の 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 つ ま り 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア な ど の 店 舗 が 入 っ て い る 建 物 で は 、 給 湯 設 備 が 用 い ら
れ る こ と が あ る 。 具 体 的 に 、 店 舗 内 に お い て 、 厨 房 の 食 器 洗 い や 手 洗 い 用 に 給 湯 設 備 が 使
用 さ れ 、 店 舗 と 住 居 と が 一 体 と な っ た 建 物 で は 、 住 居 ス ペ ー ス で 風 呂 湯 や 床 暖 房 の た め に
給 湯 設 備 が 使 用 さ れ て い る 。 そ し て 、 従 来 は 、 こ の 給 湯 用 水 を 加 熱 す る 専 用 の 熱 源 を 設 け
て い た 。 そ こ で 、 こ の 第 １ の 発 明 で は 、 冷 媒 が 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る 庫 内 の 冷 却
に よ っ て 得 た 排 熱 を 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯 用 水 の 加 熱 と 室 内 熱 交 換 器 （ 31）
に お け る 室 内 の 暖 房 と に 利 用 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 ま た 、 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し た 冷 媒 が 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ る 前 に 、 給 湯 熱
交 換 器 （ 16） を 流 れ る よ う に し て い る の で 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で 加 熱 さ れ る 給 湯 用 水 の
高 温 化 を 図 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 第 ２ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 上 記 圧 縮 機 （ 11,50） は 、 運 転 容 量 可 変 に 構 成
さ れ 、 上 記 暖 房 運 転 時 に 、 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る 庫 内 の 冷 却 負 荷 に 基 づ い て 、
上 記 圧 縮 機 （ 11,50） の 運 転 容 量 を 制 御 す る 容 量 制 御 手 段 （ 102） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 こ の 第 ２ の 発 明 で は 、 上 記 容 量 制 御 手 段 （ 102） が 、 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け
る 庫 内 の 冷 却 負 荷 に 基 づ い て 圧 縮 機 （ 11,50） の 運 転 容 量 を 制 御 す る こ と に よ り 、 庫 内 の
冷 却 温 度 を 所 定 の 設 定 温 度 に 維 持 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 第 ３ の 発 明 は 、 第 １ 又 は 第 ２ の 発 明 に お い て 、 上 記 給 湯 回 路 （ 70） に は 、 上 記 暖 房 運
転 時 に 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 暖 房 負 荷 に 基 づ い て 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16
） を 流 れ る 給 湯 用 水 の 流 量 を 制 御 す る 流 量 制 御 手 段 （ 103） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 こ の 第 ３ の 発 明 で は 、 室 内 の 暖 房 負 荷 が 大 き い と き は 、 上 記 流 量 制 御 手 段 （ 103） が
、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） を 流 れ る 給 湯 用 水 の 流 量 を 小 さ く す る よ う に 制 御 し 、 該 給 湯 熱 交 換
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器 （ 16） に お け る 冷 媒 の 放 熱 量 を 小 さ く す る 。 こ れ に よ り 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る
室 内 へ の 放 熱 量 を 大 き く す る 。 一 方 、 室 内 の 暖 房 負 荷 が 小 さ い と き は 、 上 記 流 量 制 御 手 段
（ 103） が 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） を 流 れ る 給 湯 用 水 の 流 量 を 大 き く す る よ う に 制 御 し 、 該
給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 冷 媒 の 放 熱 量 を 大 き く す る 。 そ し て 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に
お け る 室 内 へ の 放 熱 量 を 小 さ く す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 第 ４ の 発 明 は 、 第 １ ～ 第 ３ の 何 れ か の 発 明 に お い て 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） に は 、 室 内
膨 張 機 構 （ 36） が 設 け ら れ る 一 方 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） に は 、 上 記 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出
し て 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） と 室 内 熱 交 換 器 （ 31） と を 順 に 流 れ 凝 縮 し た 冷 媒 が 上 記 冷 却
膨 張 機 構 （ 46） を 経 て 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻 る よ
う に 冷 媒 を 循 環 さ せ る 行 う 暖 房 運 転 と 、 上 記 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し て 上 記 給 湯 熱 交 換 器
（ 16） を 流 れ た 冷 媒 の 一 部 が 、 上 記 冷 却 膨 張 機 構 （ 46） を 経 て 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） を
流 れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻 る と 同 時 に 、 残 り の 冷 媒 が 上 記 室 内 膨 張 機 構 （ 36） を
経 て 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻 る よ う に 冷 媒 を 循 環 さ
せ る 冷 房 運 転 と を 切 り 換 え る 切 換 手 段 （ 12） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 こ の 第 ４ の 発 明 で は 、 上 記 切 換 手 段 （ 12） に よ っ て 冷 媒 の 循 環 方 向 を 切 り 換 え る こ と
に よ り 、 室 内 の 冷 暖 房 を 自 在 に 行 う 。 ま た 、 冷 房 運 転 時 に は 、 冷 媒 が 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31
） を 流 れ る 際 に 室 内 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 そ こ で 、 こ の 冷 房 運 転 時 に は 、 冷 媒 が 室
内 熱 交 換 器 （ 31） と 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） と で 得 た 排 熱 を 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯
用 水 の 加 熱 に 利 用 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 第 ５ の 発 明 は 、 第 ４ の 発 明 に お い て 、 上 記 圧 縮 機 （ 11,50） は 、 運 転 容 量 可 変 に 構 成
さ れ 、 上 記 冷 房 運 転 時 に 、 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る 庫 内 の 冷 却 負 荷 及 び 上 記 室 内
熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 冷 房 負 荷 に 基 づ い て 、 上 記 圧 縮 機 （ 11,50） の 運 転 容 量 を
制 御 す る 容 量 制 御 手 段 （ 102） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 こ の 第 ５ の 発 明 で は 、 上 記 容 量 制 御 手 段 （ 102） が 、 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け
る 庫 内 の 冷 却 負 荷 及 び 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 冷 房 負 荷 に 基 づ い て 、 圧 縮
機 （ 11,50） の 運 転 容 量 を 制 御 す る こ と に よ り 、 庫 内 の 冷 却 温 度 を 所 定 の 設 定 温 度 に 保 つ
と 共 に 、 室 内 温 度 を 所 定 の 設 定 温 度 に 保 つ 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 第 ６ の 発 明 は 、 第 １ ～ 第 ５ の 何 れ か の 発 明 に お い て 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） に は 、 室 外
膨 張 機 構 （ 15） と 室 外 熱 交 換 器 （ 13） と が 設 け ら れ る 一 方 、 上 記 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し
て 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） と 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） と を 順 に 流 れ た 冷 媒 の 一 部 が 、 上 記
冷 却 膨 張 機 構 （ 46） を 経 て 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻
る と 同 時 に 、 残 り の 冷 媒 が 、 上 記 室 外 膨 張 機 構 （ 15） を 経 て 上 記 室 外 熱 交 換 器 （ 13） を 流
れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻 る よ う に 冷 媒 を 循 環 さ せ る 暖 房 能 力 制 御 手 段 （ 104） を
備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 こ こ で 、 暖 房 運 転 に お い て 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） で 得 た 排 熱 の み を 室 内 熱 交 換 器 （ 31
） に お け る 暖 房 と 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯 用 水 の 加 熱 と に 利 用 し た 場 合 、 室 内 の
暖 房 負 荷 と 給 湯 の 負 荷 と が 大 き く な る と 、 能 力 不 足 に な る 場 合 が あ る 。 そ こ で 、 こ の 第 ６
の 発 明 で は 、 冷 媒 が 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で 室 外 空 気 か ら 吸 熱 す る よ う に し て 、 冷 却 熱 交 換
器 （ 41） と 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で 得 た 排 熱 を 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯 用 水 の 加
熱 と 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 暖 房 と に 利 用 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 第 ７ の 発 明 は 、 第 ６ の 発 明 に お い て 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） の 室 内 の 暖 房 負 荷 及 び
給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 給 湯 負 荷 に 基 づ い て 、 上 記 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に お け る 冷 媒 の 吸 熱
量 を 制 御 す る 吸 熱 量 制 御 手 段 （ 106） を 備 え て い る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 こ の 第 ７ の 発 明 で は 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） の 室 内 の 暖 房 負 荷 及 び 給 湯 熱 交 換 器 （
16） の 給 湯 負 荷 が 大 き い と き は 、 上 記 吸 熱 量 制 御 手 段 （ 106） が 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で
の 吸 熱 量 が 大 き く な る よ う に 制 御 す る 。 一 方 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） の 室 内 の 暖 房 負 荷
及 び 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 給 湯 負 荷 が 小 さ い と き は 、 上 記 吸 熱 量 制 御 手 段 （ 106） が 、 室
外 熱 交 換 器 （ 13） で の 吸 熱 量 を 小 さ く な る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 第 ８ の 発 明 は 、 上 記 第 ４ 又 は 第 ５ の 発 明 に お い て 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） に は 、 室 外 熱
交 換 器 （ 13） が 設 け ら れ る 一 方 、 上 記 冷 房 運 転 時 に 、 上 記 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し て 上 記
給 湯 熱 交 換 器 （ 16） と 上 記 室 外 熱 交 換 器 （ 13） と を 順 に 流 れ て 凝 縮 し た 冷 媒 の 一 部 が 、 上
記 冷 却 膨 張 機 構 （ 46） を 経 て 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に
戻 る と 同 時 に 、 残 り の 冷 媒 が 上 記 室 内 膨 張 機 構 （ 36） を 経 て 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流
れ 蒸 発 し て 上 記 圧 縮 機 （ 11） に 戻 る よ う に 冷 媒 を 循 環 さ せ る 冷 房 能 力 制 御 手 段 （ 105） を
備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 こ の 第 ８ の 発 明 で は 、 冷 房 運 転 に お い て 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 冷
房 負 荷 と 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る 庫 内 の 冷 却 負 荷 が 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給
湯 用 水 の 加 熱 の 負 荷 に 対 し て 大 き く な っ た 場 合 、 室 内 空 気 か ら 得 た 排 熱 と 上 記 冷 却 熱 交 換
器 （ 41） で 庫 内 空 気 よ り 得 た 排 熱 を 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯 用 水 の 加 熱 に 利 用
し き れ な く な る こ と が あ る 。 そ こ で 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） 及 び 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） で 得 た
排 熱 を 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で 利 用 す る 一 方 、 該 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で 利 用 し き れ な か っ た
余 剰 の 熱 を 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に お い て 室 外 に 放 熱 す る こ と に よ り 、 冷 媒 回 路 （ 10） で 行
わ れ る 冷 凍 サ イ ク ル の 熱 量 を バ ラ ン ス さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 第 ９ の 発 明 は 、 第 ８ の 発 明 に お い て 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 給 湯 負 荷 に 基 づ い て
、 上 記 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に お け る 冷 媒 の 放 熱 量 を 制 御 す る 放 熱 量 制 御 手 段 （ 106） を 備
え て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 こ の 第 ９ の 発 明 で は 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 給 湯 負 荷 が 大 き い と き は 、 給 湯 熱 交 換 器
（ 16） に お け る 冷 媒 の 放 熱 量 が 大 き く な る の で 、 上 記 放 熱 量 制 御 手 段 （ 106） が 、 室 外 熱
交 換 器 （ 13） に お け る 冷 媒 の 放 熱 量 を 小 さ く な る よ う に 制 御 す る 。 一 方 、 給 湯 熱 交 換 器 （
16） の 給 湯 負 荷 が 小 さ い と き は 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 冷 媒 の 放 熱 量 が 小 さ く な る
の で 、 上 記 放 熱 量 制 御 手 段 （ 106） が 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に お け る 冷 媒 の 放 熱 量 を 大 き
く な る よ う に 制 御 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 　 本 発 明 に よ れ ば 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る 庫 内 冷 却 に よ り 得 た 排 熱 を 、 給 湯 熱 交
換 器 （ 16） に お け る 給 湯 用 水 の 加 熱 と 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 暖 房 と に 利 用 す
る こ と が で き る の で 、 庫 内 冷 却 に よ り 得 た 排 熱 を 確 実 に 有 効 利 用 す る こ と が で き る と 共 に
、 給 湯 用 の 熱 源 を 別 途 設 け る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 ま た 、 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し た 冷 媒 が 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ る 前 に 、 給 湯 熱
交 換 器 （ 16） を 流 れ る よ う に し た た め に 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で 加 熱 さ れ る 給 湯 用 水 の 温
度 を 確 実 に 高 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 　 ま た 、 上 記 第 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る 庫 内 の 冷 却 負 荷 に
基 づ い て 圧 縮 機 （ 11,50） の 運 転 容 量 を 制 御 す る よ う に し た た め に 、 庫 内 の 冷 却 温 度 を 所
定 の 設 定 温 度 に 維 持 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 庫 内 に 収 納 さ れ る 食 品 な ど の 品 温 を
所 望 の 温 度 に 維 持 す る こ と が で き る の で 、 該 食 品 な ど の 品 物 の 品 質 を 確 実 に 保 持 す る こ と
が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 ま た 、 上 記 第 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） を 流 れ る 給 湯 用 水 の 流 量 を 小 さ
く す る こ と に よ っ て 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 へ の 放 熱 量 を 大 き く し た り 、 給 湯
熱 交 換 器 （ 16） を 流 れ る 給 湯 用 水 の 流 量 を 大 き く す る こ と に よ り 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に
お け る 室 内 へ の 放 熱 量 を 小 さ く す る こ と に よ り 、 容 易 に 室 内 の 暖 房 負 荷 に 応 じ た 運 転 を 行
う こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 室 内 を 在 室 者 の 所 望 の 設 定 温 度 に 保 つ こ と が で き
る の で 、 在 室 者 の 快 適 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 ま た 、 上 記 第 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 切 換 手 段 （ 12） に よ っ て 冷 媒 の 循 環 方 向 を 切 り
換 え る こ と に よ り 、 室 内 の 冷 暖 房 を 自 在 に 行 う こ と が で き る の で 、 室 内 の 在 室 者 の 快 適 性
を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 冷 房 運 転 時 に は 、 冷 媒 が 室 内 熱 交 換 器 （ 31） と 冷 却 熱
交 換 器 （ 41） と で 得 た 排 熱 を 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯 用 水 の 加 熱 に 利 用 す る こ と
が で き る の で 、 給 湯 負 荷 に 応 じ た 運 転 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 ま た 、 上 記 第 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 容 量 制 御 手 段 （ 102） が 、 冷 房 運 転 時 に 、 上 記
冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る 庫 内 の 冷 却 負 荷 及 び 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の
冷 房 負 荷 に 基 づ い て 圧 縮 機 （ 11,50） の 運 転 容 量 を 制 御 す る こ と に よ う に し た た め に 、 庫
内 の 冷 却 温 度 を 所 定 の 設 定 温 度 に 保 つ と 共 に 、 室 内 温 度 を 所 定 の 設 定 温 度 に 保 つ こ と が で
き る 。 こ れ に よ り 、 庫 内 に 収 納 さ れ る 食 品 な ど の 品 物 の 品 質 を 確 実 に 保 持 す る こ と が で き
る と 共 に 、 室 内 の 在 室 者 の 快 適 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 ま た 、 上 記 第 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 冷 媒 が 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で 室 外 空 気 か ら 吸 熱 す る
よ う に し て 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） と 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で 得 た 排 熱 を 給 湯 熱 交 換 器 （ 16）
に お け る 給 湯 用 水 の 加 熱 と 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 暖 房 と に 利 用 す る こ と が で
き る の で 、 室 内 の 暖 房 負 荷 と 給 湯 負 荷 と に 応 じ た 運 転 を 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、
例 え ば 、 室 内 を 在 室 者 の 所 望 の 設 定 温 度 に 保 つ こ と が で き る の で 、 在 室 者 の 快 適 性 を 向 上
さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 風 呂 湯 や 床 暖 房 な ど の 給 湯 の 利 用 者 な ど の 要 求 に 応 じ て 、 確
実 に 給 湯 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 ま た 、 上 記 第 ７ の 発 明 で は 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） の 室 内 の 暖 房 負 荷 及 び 給 湯 熱 交
換 器 （ 16） の 給 湯 負 荷 に 応 じ て 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で の 吸 熱 量 を 制 御 す る こ と が で き る
の で 、 室 内 の 暖 房 負 荷 と 給 湯 負 荷 と に 応 じ た 運 転 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 ま た 、 上 記 第 ８ の 発 明 に よ れ ば 、 冷 房 運 転 に お い て 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） 及 び 冷 却 熱
交 換 器 （ 41） で 得 た 排 熱 を 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で 利 用 す る 一 方 、 該 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で
利 用 し き れ な か っ た 余 剰 の 熱 を 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に お い て 室 外 に 放 熱 す る こ と が で き る
の で 、 冷 媒 回 路 （ 10） で 行 わ れ る 冷 凍 サ イ ク ル の 熱 量 を バ ラ ン ス さ せ る こ と が で き る 。 こ
れ に よ り 、 安 定 し た 冷 凍 サ イ ク ル を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 ま た 、 上 記 第 ９ の 発 明 に よ れ ば 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯 負 荷 に 基 づ い て 、
室 外 熱 交 換 器 （ 13） で の 放 熱 量 を 制 御 す る こ と が で き る の で 、 冷 媒 回 路 （ 10） の 冷 凍 サ イ
ク ル の 熱 量 を 確 実 に バ ラ ン ス さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 《 発 明 の 実 施 形 態 １ 》
　 　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 冷 凍 装 置 （ 1） は 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア な ど の 商 店 を
有 す る 建 物 に 設 置 さ れ る 冷 凍 装 置 で あ っ て 、 室 内 の 空 調 運 転 を 行 う と 共 に 、 冷 凍 シ ョ ー ケ
ー ス の 冷 却 運 転 を 行 う も の で あ る 。 上 記 冷 凍 装 置 （ 1） は 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） と 室 内 ユ ニ
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ッ ト （ 3） と 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） と 給 湯 ユ ニ ッ ト （ 5） と コ ン ト ロ ー ラ （ 100） と を 備 え て い
る 。 上 記 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） は 屋 外 に 設 置 さ れ る 一 方 、 そ の 他 の ユ ニ ッ ト （ 3,4,5） は 室 内
に 設 置 さ れ て い る 。 上 記 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） は 、 店 内 の 空 調 を 行 う も の で あ り 、 上 記 冷 凍
ユ ニ ッ ト （ 4） は 、 店 内 に 設 置 さ れ た 冷 凍 シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却 を 行 う も の で あ る 。 ま た 、
上 記 給 湯 ユ ニ ッ ト （ 5） は 、 例 え ば 、 上 記 商 店 を 有 す る 建 物 に お い て 、 店 と は 別 の ス ペ ー
ス （ 例 え ば 、 商 店 の オ ー ナ ー な ど の 居 住 ス ペ ー ス ） に 設 け ら れ 、 風 呂 や 床 暖 房 の た め の 給
湯 を 行 う た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 上 記 冷 凍 装 置 （ 1） に お い て 、 上 記 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 室 外 回 路 （ 20） が 、 上 記 室 内
ユ ニ ッ ト （ 3） に 空 調 回 路 （ 30） が 、 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 冷 凍 回 路 （ 40） が そ れ ぞ れ 設 け
ら れ て い る 。 上 記 冷 凍 装 置 （ 1） で は 、 上 記 室 外 回 路 （ 20） 、 空 調 回 路 （ 30） 及 び 冷 凍 回
路 （ 40） が 配 管 で 接 続 さ れ て 蒸 気 圧 縮 式 冷 凍 サ イ ク ル の 冷 媒 回 路 （ 10） が 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 　 具 体 的 に 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） に お い て は 、 冷 凍 回 路 （ 40） が 、 液 側 連 絡 配 管 （ 21）
及 び 第 １ ガ ス 側 連 絡 配 管 （ 22） を 介 し て 室 外 回 路 （ 20） に 接 続 さ れ て い る 。 上 記 液 側 連 絡
配 管 （ 21） の 一 端 は 、 室 外 回 路 （ 20） に 接 続 さ れ 、 他 端 は 、 第 １ 液 分 岐 管 （ 21a） と 第 ２
液 分 岐 管 （ 21b） と に 分 岐 し て い る 。 そ し て 、 上 記 第 １ 液 分 岐 管 （ 21a） は 、 空 調 回 路 （ 30
） の 液 側 端 に 接 続 さ れ 、 上 記 第 ２ 液 分 岐 管 （ 21b） が 冷 凍 回 路 （ 40） の 液 側 端 に 接 続 さ れ
て い る 。 ま た 、 第 １ ガ ス 側 連 絡 配 管 （ 22） の 一 端 は 、 室 外 回 路 （ 20） に 接 続 さ れ 、 他 端 は
、 冷 凍 回 路 （ 40） の ガ ス 側 端 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） に お い て は 、
空 調 回 路 （ 30） の ガ ス 端 側 は 、 第 ２ ガ ス 側 連 絡 配 管 （ 24） を 介 し て 室 外 回 路 （ 20） に 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 　 一 方 、 上 記 給 湯 ユ ニ ッ ト （ 5） に は 、 給 湯 回 路 （ 70） が 設 け ら れ て お り 、 該 給 湯 回 路
（ 70） は 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） と 後 述 す る 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 　 〈 室 外 ユ ニ ッ ト 〉
　 　 上 記 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） の 室 外 回 路 （ 20） に は 、 主 圧 縮 機 （ 11） と 、 室 外 熱 交 換 器 （ 1
3） と 、 レ シ ー バ ー （ 14） と 、 室 外 膨 張 弁 （ 15） と 、 本 発 明 の 特 徴 で あ る 給 湯 熱 交 換 器 （ 1
6） と が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 室 外 回 路 （ 20） に は 、 四 路 切 換 弁 （ 12） と 、 液 側 閉 鎖 弁
（ 25） と 、 ２ つ の ガ ス 側 閉 鎖 弁 （ 26,27） と が 設 け ら れ て い る 。 こ の 室 外 回 路 （ 20） に お
い て 、 液 側 閉 鎖 弁 （ 25） に は 液 側 連 絡 配 管 （ 21） が 、 第 １ ガ ス 側 閉 鎖 弁 （ 26） に は 第 １ ガ
ス 側 連 絡 配 管 （ 22） が 、 第 ２ ガ ス 側 閉 鎖 弁 （ 27） に は 第 ２ ガ ス 側 連 絡 配 管 （ 24） が そ れ ぞ
れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 　 上 記 主 圧 縮 機 （ 11） は 、 ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 で あ っ て 、 イ ン バ ー タ 制 御 に よ り 、 運 転 容
量 が 可 変 に 構 成 さ れ て い る 。 上 記 主 圧 縮 機 （ 11） の 吸 入 側 に は 、 第 １ 吸 入 管 （ 61） の 一 端
が 接 続 さ れ 、 該 第 １ 吸 入 管 （ 61） の 他 端 は 、 第 １ ガ ス 側 閉 鎖 弁 （ 26） に 接 続 さ れ て い る 。
ま た 、 上 記 第 １ 吸 入 管 （ 61） の 途 中 に は 、 第 ２ 吸 入 管 （ 62） の 一 端 が 接 続 さ れ て お り 、 該
第 ２ 吸 入 管 （ 62） の 他 端 は 、 四 路 切 換 弁 （ 12） に 接 続 さ れ い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 　 上 記 主 圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 側 に は 、 吐 出 管 （ 64） の 一 端 が 接 続 さ れ て い る 。 上 記 吐 出
管 （ 64） の 他 端 は 、 本 発 明 の 特 徴 で あ る 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に 接 続 さ れ て い る 。 具 体 的 に
、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） は 、 プ レ ー ト 熱 交 換 器 で あ っ て 、 第 １ 流 路 （ 16a） と 第 ２ 流 路
（ 16b） と を 備 え て い る 。 上 記 吐 出 管 （ 64） の 他 端 は 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流
路 （ 16a） の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 ２ 流 路 （ 16b） は 、 上
記 給 湯 回 路 （ 70） に 接 続 さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で は 、 第
１ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 主 圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 冷 媒 と 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 と
が 熱 交 換 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 １ 流 路 （ 16a） の 他 端 は 、 四 路 切 換
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弁 （ 12） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 　 上 記 室 外 熱 交 換 器 （ 13） は 、 ク ロ ス フ ィ ン 式 の フ ィ ン ・ ア ン ド ・ チ ュ ー ブ 型 熱 交 換 器
で あ っ て 、 冷 媒 と 室 外 空 気 と の 間 で 熱 交 換 を 行 う も の で あ る 。 上 記 室 外 熱 交 換 器 （ 13） の
一 端 は 、 四 路 切 換 弁 （ 12） に 接 続 さ れ 、 他 端 は 、 第 １ 液 管 （ 81） を 介 し て レ シ ー バ ー （ 14
） の 頂 部 に 接 続 さ れ て い る 。 上 記 第 １ 液 管 （ 81） に は 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） か ら レ シ ー バ
ー （ 14） へ 向 か う 冷 媒 の 流 通 だ け を 許 容 す る 逆 止 弁 （ CV-1） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 　 上 記 レ シ ー バ ー （ 14） の 底 部 に は 、 第 ２ 液 管 （ 82） の 一 端 が 接 続 さ れ 、 該 第 ２ 液 管 （
82） の 他 端 は 、 液 側 閉 鎖 弁 （ 25） に 接 続 さ れ て い る 。 上 記 第 ２ 液 管 （ 82） に は 、 レ シ ー バ
ー （ 14） か ら 液 側 閉 鎖 弁 （ 25） へ 向 か う 冷 媒 の 流 通 だ け を 許 容 す る 逆 止 弁 （ CV-2） が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 　 上 記 第 ２ 液 管 （ 82） に お い て 、 上 記 逆 止 弁 （ CV-2） の 下 流 に は 、 第 ３ 液 管 （ 83） の 一
端 が 接 続 さ れ 、 該 第 ３ 液 管 （ 83） の 他 端 は 、 上 記 第 １ 液 管 （ 81） の 逆 止 弁 （ CV-4） と レ シ
ー バ ー （ 14） と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。 つ ま り 、 第 ３ 液 管 （ 83） は 、 第 １ 液 管 （ 81） を 介
し て レ シ ー バ ー （ 14） に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 ３ 液 管 （ 83） に は 、 第 ２ 液 管 （ 82
） と の 接 続 部 か ら レ シ ー バ ー （ 14） に 向 か う 冷 媒 の 流 通 だ け を 許 容 す る 逆 止 弁 （ CV-3） が
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 　 ま た 、 上 記 第 ２ 液 管 （ 82） に お け る レ シ ー バ ー （ 14） と 逆 止 弁 （ CV-2） と の 間 に は 、
第 ４ 液 管 （ 84） の 一 端 が 接 続 さ れ 、 該 第 ４ 液 管 （ 84） の 他 端 は 、 第 １ 液 管 （ 81） に お け る
室 外 熱 交 換 器 （ 13） と 逆 止 弁 （ CV-1） と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ４ 液 管 （ 84） に
は 、 室 外 膨 張 弁 （ 15） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 　 上 記 四 路 切 換 弁 （ 12） は 、 第 １ の ポ ー ト が 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） の
他 端 に 、 第 ２ の ポ ー ト が 主 圧 縮 機 （ 11） の 第 ２ 吸 入 管 （ 62） の 他 端 に 、 第 ３ の ポ ー ト が 室
外 熱 交 換 器 （ 13） に 、 第 ４ の ポ ー ト が 第 ２ ガ ス 側 閉 鎖 弁 （ 27） に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る
。 上 記 四 路 切 換 弁 （ 12） は 、 第 １ の ポ ー ト と 第 ３ の ポ ー ト が 互 い に 連 通 し て 第 ２ の ポ ー ト
と 第 ４ の ポ ー ト が 互 い に 連 通 す る 第 １ 状 態 （ 図 １ に 実 線 で 示 す 状 態 ） と 、 第 １ の ポ ー ト と
第 ４ の ポ ー ト が 互 い に 連 通 し て 第 ２ の ポ ー ト と 第 ３ ポ ー ト が 互 い に 連 通 す る 第 ２ 状 態 （ 図
１ に 破 線 で 示 す 状 態 ） と に 切 り 換 え 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 　 ま た 、 上 記 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に は 、 外 気 温 セ ン サ （ 13a） と 室 外 フ ァ ン （ 13f） と が
設 け ら れ て い る 。 室 外 熱 交 換 器 （ 13） へ は 、 こ の 室 外 フ ァ ン （ 13f） に よ っ て 室 外 空 気 が
送 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 　 〈 室 内 ユ ニ ッ ト 〉
　 　 上 記 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） の 空 調 回 路 （ 30） に は 、 室 内 膨 張 弁 （ 36） と 室 内 熱 交 換 器 （ 3
1） と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 　 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） は 、 ク ロ ス フ ィ ン 式 の フ ィ ン ・ ア ン ド ・ チ ュ ー ブ 型 熱 交 換 器
で あ っ て 、 冷 媒 と 店 内 の 室 内 空 気 と の 熱 交 換 を 行 う も の で あ る 。 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31）
は 、 一 端 が 上 記 室 内 膨 張 弁 （ 36） を 介 し て 第 １ 液 分 岐 管 （ 21a） に 接 続 さ れ る 一 方 、 他 端
が 上 記 第 ２ ガ ス 側 連 絡 配 管 （ 24） に 接 続 さ れ て い る 。 上 記 室 内 膨 張 弁 （ 36） は 開 度 調 整 自
在 に 構 成 さ れ た 電 子 膨 張 弁 で あ り 、 室 内 膨 張 機 構 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 　 上 記 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） に は 、 熱 交 換 器 温 度 セ ン サ （ 32） と 、 冷 媒 温 度 セ ン サ （ 33）
と 、 室 内 温 度 セ ン サ （ 34） と 、 室 内 フ ァ ン （ 35） と が 設 け ら れ て い る 。 上 記 室 内 熱 交 換 器
（ 31） へ は 、 上 記 室 内 フ ァ ン （ 35） に よ っ て 、 店 内 の 室 内 空 気 が 送 ら れ る 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 　 〈 冷 凍 ユ ニ ッ ト 〉
　 　 上 記 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） の 冷 凍 回 路 （ 40） に は 、 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） と 冷 凍 熱 交 換 器 （ 4
1） と ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 　 上 記 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） は 、 ク ロ ス フ ィ ン 式 の フ ィ ン ・ ア ン ド ・ チ ュ ー ブ 型 熱 交 換 器
で あ っ て 、 冷 媒 と 冷 凍 シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気 と の 間 で 熱 交 換 を 行 う も の で あ り 、 冷 却 熱 交
換 器 に 構 成 さ れ て い る 。 上 記 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） の 一 端 は 、 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） を 介 し て 第
２ 液 分 岐 管 （ 21b） に 接 続 さ れ て い る 。 上 記 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） は 、 開 度 調 整 自 在 な 電 子 膨
張 弁 で あ り 、 冷 却 膨 張 機 構 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 　 上 記 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） は 、 ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 で あ っ て 、 イ ン バ ー タ 制 御 に よ り 、
運 転 容 量 が 可 変 に 構 成 さ れ て い る 。 上 記 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） の 吸 入 側 に は 、 ブ ー ス タ 吸
入 管 （ 53） を 介 し て 上 記 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） の 他 端 が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 ブ ー ス
タ 圧 縮 機 （ 50） の 吐 出 側 に は 、 ブ ー ス タ 吐 出 管 （ 54） の 一 端 が 接 続 さ れ て い る 。 上 記 ブ ー
ス タ 吐 出 管 （ 54） の 他 端 は 、 第 ２ ガ ス 側 閉 鎖 弁 （ 27） を 介 し て 上 記 第 １ ガ ス 側 連 絡 配 管 （
22） に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 ブ ー ス タ 吐 出 管 （ 54） に は 、 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） か
ら ガ ス 側 閉 鎖 弁 （ 28） へ 向 か う 冷 媒 の 流 通 だ け を 許 容 す る 逆 止 弁 （ CV-4） が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 　 上 記 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に は 、 熱 交 換 器 温 度 セ ン サ （ 42） と 、 冷 媒 温 度 セ ン サ （ 43）
と 、 庫 内 温 度 セ ン サ （ 44） と 、 庫 内 フ ァ ン （ 45） と が 設 け ら れ て い る 。 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41
） へ は 、 上 記 庫 内 フ ァ ン （ 45） に よ っ て 、 冷 凍 シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気 が 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 　 〈 給 湯 ユ ニ ッ ト 〉
　 　 上 記 給 湯 ユ ニ ッ ト （ 5） の 給 湯 回 路 （ 70） に は 、 蓄 熱 槽 （ 71） 、 給 水 ポ ン プ （ 72） 及
び 利 用 側 ポ ン プ （ 73） 、 給 湯 出 口 （ 74a） 、 床 暖 房 熱 交 換 器 （ 75） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 　 上 記 蓄 熱 槽 （ 71） は 、 略 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ 、 給 湯 用 水 が 貯 留 す る た め の タ ン ク で あ
る 。 上 記 蓄 熱 槽 （ 71） の 内 部 で は 、 上 方 に い く ほ ど 、 給 湯 用 水 の 温 度 が 高 く 、 下 方 に い く
ほ ど 、 給 湯 用 水 の 温 度 が 低 く な っ て い る 。 ま た 、 上 記 蓄 熱 槽 （ 71） に は 、 下 部 に 第 １ 給 湯
配 管 （ 91） と 利 用 側 戻 し 管 （ 93） と が 接 続 さ れ る 一 方 、 上 部 に 第 ２ 給 湯 配 管 （ 92） 及 び 利
用 側 配 管 （ 94） が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 蓄 熱 槽 （ 71） の 下 部 に は 、 図 示 し な い 給 水
用 配 管 が 接 続 さ れ て 、 蓄 熱 槽 （ 71） 内 の 給 湯 用 水 が 減 る と 給 湯 用 水 が 供 給 さ れ て 、 蓄 熱 槽
（ 71） 内 の 給 湯 用 水 の 量 を 所 定 量 に 保 つ よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 　 上 記 第 １ 給 湯 配 管 （ 91） は 、 一 端 が 上 記 蓄 熱 槽 （ 71） の 下 部 に 接 続 さ れ る 一 方 、 他 端
が 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 ２ 流 路 （ 16b） の 一 端 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 １
給 湯 配 管 （ 91） に は 、 給 水 ポ ン プ （ 72） が 設 け ら れ て い る 。 該 給 水 ポ ン プ （ 72） は 、 蓄 熱
槽 （ 71） 内 の 給 湯 用 水 を 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 ２ 流 路 （ 16b） に 送 る た め の も の で あ る
。 上 記 給 水 ポ ン プ （ 72） は 、 回 転 数 が 可 変 に 構 成 さ れ て お り 、 該 回 転 数 が 制 御 さ れ る こ と
に よ り 、 上 記 第 １ 給 湯 配 管 （ 91） を 流 れ て 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 ２ 流 路 （ 16b） を
流 れ る 給 湯 用 水 の 流 量 が 制 御 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 ２ 給 湯 配 管 （ 92
） は 、 一 端 が 上 記 蓄 熱 槽 （ 71） の 上 部 に 接 続 さ れ る 一 方 、 他 端 が 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16）
の 第 ２ 流 路 （ 16b） の 他 端 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 給 湯 用 水 は 、 蓄 熱
槽 （ 71） の 下 部 か ら 第 １ 給 湯 配 管 （ 91） を 通 っ て 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 ２ 流 路 （ 16b）
を 流 れ 、 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 主 圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 冷 媒 と 熱 交 換 を 行 っ て 加 熱 さ れ
、 上 記 第 ２ 給 湯 配 管 （ 92） を 流 れ て 蓄 熱 槽 （ 71） の 上 部 に 戻 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る
。 ま た 、 上 記 第 ２ 給 湯 配 管 （ 92） に は 、 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ た 給 湯 用 水 の 温 度 を 測 定
す る 給 湯 温 度 セ ン サ （ 17） が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ６ １ 】
　 　 上 記 利 用 側 配 管 （ 94） は 、 一 端 が 上 記 蓄 熱 槽 （ 71） の 上 部 に 接 続 さ れ る 一 方 、 他 端 が
分 岐 し て 、 給 湯 出 口 （ 74a） と 床 暖 房 熱 交 換 器 （ 75） の 入 口 側 と に 接 続 さ れ て い る 。 上 記
給 湯 出 口 （ 74a） に は 、 該 給 湯 出 口 （ 74a） を 開 状 態 と 閉 状 態 と に 切 り 換 え る 給 湯 開 閉 弁 （
74b） が 設 け ら れ 、 該 給 湯 開 閉 弁 （ 74b） が 開 状 態 と な っ た 際 に 風 呂 の 浴 槽 （ 74） に 給 湯 が
行 わ れ る 。 ま た 、 上 記 利 用 側 配 管 （ 94） に は 、 蓄 熱 槽 （ 71） の 高 温 の 給 湯 用 水 を 給 湯 出 口
（ 74a） 又 は 床 暖 房 熱 交 換 器 （ 75） に 送 る た め の 利 用 側 ポ ン プ （ 73） が 設 け ら れ て い る 。
そ し て 、 上 記 利 用 側 戻 し 管 （ 93） の 一 端 は 、 床 暖 房 熱 交 換 器 （ 75） の 出 口 側 に 接 続 さ れ る
一 方 、 他 端 が 、 蓄 熱 槽 （ 71） の 下 部 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 　 〈 コ ン ト ロ ー ラ 〉
　 　 上 記 コ ン ト ロ ー ラ （ 100） は 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） に 設 け ら れ た 各 種 の 弁 の 切 換 、 調
節 を 行 っ て 、 冷 媒 の 循 環 方 向 を 制 御 し た り 、 給 湯 回 路 （ 70） の ポ ン プ （ 72,73） の 制 御 を
行 っ て 、 給 湯 回 路 （ 70） の 給 湯 用 水 の 流 れ を 制 御 す る も の で あ る 。 上 記 コ ン ト ロ ー ラ （ 10
0） は 、 運 転 制 御 部 （ 101） と 容 量 制 御 部 （ 102） と 流 量 制 御 部 （ 103） と 暖 房 能 力 制 御 部 （
104） と 冷 房 能 力 制 御 部 （ 105） と 室 外 フ ァ ン 制 御 部 （ 106） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 　 上 記 運 転 制 御 部 （ 101） は 、 各 圧 縮 機 （ 11,50） と 各 フ ァ ン （ 35,45） と を 駆 動 さ せ る
と 共 に 、 四 路 切 換 弁 （ 12） の 切 換 え 及 び 膨 張 弁 （ 15,36,46） の 開 度 制 御 を 適 宜 行 っ て 、 冷
凍 熱 交 換 器 （ 41） に よ る シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に よ る 室 内 の 冷 暖 房 空
調 、 及 び 給 湯 回 路 （ 70） に よ る 給 湯 を 運 転 制 御 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 　 上 記 容 量 制 御 部 （ 102） は 、 上 記 主 圧 縮 機 （ 11） 及 び ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） の 運 転 容
量 を 制 御 す る も の で あ り 、 容 量 制 御 手 段 に 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に 、 上 記 容 量 制 御 部 （
102） は 、 室 内 の 暖 房 運 転 時 に は 、 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却
負 荷 に 基 づ い て 、 上 記 主 圧 縮 機 （ 11） 及 び 上 記 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） の 容 量 を 制 御 す る 一
方 、 室 内 の 冷 房 運 転 時 に は 、 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却 負 荷 及
び 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 冷 房 負 荷 に 基 づ い て 、 上 記 主 圧 縮 機 （ 11） 及 び
上 記 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） の 容 量 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 　 上 記 流 量 制 御 部 （ 103） は 、 室 内 の 暖 房 運 転 時 に 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る
暖 房 負 荷 に 基 づ い て 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） を 流 れ る 給 湯 用 水 の 流 量 を 制 御 す る も の で
あ り 、 流 量 制 御 手 段 に 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に 、 上 記 流 量 制 御 部 （ 103） は 、 上 記 給 湯
回 路 （ 70） の 給 水 ポ ン プ （ 72） の 回 転 数 を 制 御 す る 。 な お 、 上 記 流 量 制 御 部 （ 103） は 、
室 内 の 冷 房 運 転 時 に は 、 給 湯 負 荷 に 基 づ い て 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） を 流 れ る 給 湯 用 水
の 流 量 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 　 上 記 暖 房 能 力 制 御 部 （ 104） は 、 室 内 の 暖 房 運 転 時 に お い て 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に
お け る 室 内 の 暖 房 負 荷 と 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯 負 荷 と が 大 き く な っ た 場 合 、 冷
凍 熱 交 換 器 （ 41） の 排 熱 の み を 利 用 す る と 能 力 不 足 と な る 場 合 が あ る の で 、 こ の 負 荷 に 対
応 で き る よ う に 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に も 冷 媒 を 流 し て 能 力 を 増 大 さ せ る も の で あ り 、 暖 房
能 力 制 御 手 段 に 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に 、 上 記 暖 房 能 力 制 御 部 （ 104） は 、 後 述 す る 第
２ 暖 房 運 転 を 行 う よ う に 上 記 運 転 制 御 部 （ 101） を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 　 ま た 、 上 記 冷 房 能 力 制 御 部 （ 105） は 、 室 内 の 冷 房 運 転 時 に お い て 、 室 内 熱 交 換 器 （ 3
1） 及 び 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） で 得 た 排 熱 を 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で 利 用 し き れ な く な っ た 際
に 、 余 剰 の 熱 を 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に よ っ て 室 外 空 気 に 放 熱 す る こ と に よ り 、 冷 媒 回 路 （
10） で 行 わ れ る 冷 凍 サ イ ク ル の 能 力 を バ ラ ン ス さ せ る も の で あ り 、 冷 房 能 力 制 御 手 段 に 構
成 さ れ て い る 。 具 体 的 に 、 上 記 冷 房 能 力 制 御 部 （ 105） は 、 後 述 す る 第 ２ 冷 房 運 転 を 行 う
よ う に 上 記 運 転 制 御 部 （ 101） を 制 御 す る 。
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【 ０ ０ ６ ８ 】
　 　 ま た 、 上 記 室 外 フ ァ ン 制 御 部 （ 106） は 、 上 記 室 外 フ ァ ン （ 13f） の 回 転 数 を 制 御 す る
こ と に よ り 、 上 記 室 外 熱 交 換 器 （ 13） と 室 外 空 気 と の 熱 交 換 量 を 制 御 す る も の で あ る 。 つ
ま り 、 上 記 室 外 フ ァ ン 制 御 部 （ 106） は 、 上 記 暖 房 能 力 制 御 部 （ 104） に よ る 第 ２ 暖 房 運 転
時 に 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 暖 房 負 と 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 給 湯 負
荷 と に 基 づ い て 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で の 吸 熱 量 を 制 御 す る 一 方 、 上 記 冷 房 能 力 制 御 部 （
105） に よ る 第 ２ 冷 房 運 転 時 に 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 給 湯 負 荷 に 基 づ い て 、 上 記 室
外 熱 交 換 器 （ 13） の 放 熱 量 を 制 御 す る も の で あ り 、 吸 熱 量 制 御 手 段 及 び 放 熱 量 制 御 手 段 に
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 　 － 運 転 動 作 －
　 　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 1） の 運 転 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 上 記 冷 凍 装 置 （ 1）
は 、 第 １ 暖 房 運 転 、 第 ２ 暖 房 運 転 、 第 １ 冷 房 運 転 及 び 第 １ 冷 房 運 転 を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 　 〈 第 １ 暖 房 運 転 〉
　 　 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ 暖 房 運 転 は 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 暖 房 と
給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯 用 水 の 加 熱 に お い て 、 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） で シ ョ ー
ケ ー ス の 冷 却 に よ り 得 た 熱 の み を 利 用 す る 運 転 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 　 上 記 第 １ 暖 房 運 転 で は 、 コ ン ト ロ ー ラ （ 100） の 運 転 制 御 部 （ 101） に よ り 、 四 路 切 換
弁 （ 12） が 第 ２ 状 態 に 設 定 さ れ 、 室 外 膨 張 弁 （ 15） が 閉 状 態 と な り 、 室 内 膨 張 弁 （ 36） が
開 状 態 と な り 、 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） が 適 宜 開 度 制 御 さ れ る 。 ま た 、 上 記 運 転 制 御 部 （ 101）
に よ り 、 主 圧 縮 機 （ 11） 、 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） 、 室 内 フ ァ ン （ 35） 及 び 庫 内 フ ァ ン （ 45
） が 駆 動 し 、 室 外 フ ァ ン （ 13f） は 停 止 状 態 と な る 。 こ の 際 、 上 記 容 量 制 御 部 （ 102） が 、
上 記 運 転 制 御 部 （ 101） を 制 御 す る こ と に よ り 、 主 圧 縮 機 （ 11） と ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50）
の 運 転 容 量 は 、 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） に お け る シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却 負 荷 に 応 じ た 運 転 容 量 で
運 転 す る 。 こ れ に よ り 、 冷 媒 回 路 （ 10） で は 、 図 ２ の 矢 印 に 示 す 方 向 に 冷 媒 が 循 環 す る 。
一 方 、 上 記 給 湯 回 路 （ 70） で は 、 各 ポ ン プ （ 72,73） が 駆 動 し 、 図 ２ の 矢 印 に 示 す 方 向 に
給 湯 用 水 が 循 環 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 　 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） で は 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） の 主 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し た 冷 媒 は
、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 。 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で は 、
第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 冷 媒 が 、 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 に 放 熱 し て 、 該 給 湯
用 水 を 加 熱 す る 。 そ し て 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ た 冷 媒 は 、 四 路
切 換 弁 （ 12） 及 び 第 ２ ガ ス 側 連 絡 配 管 （ 24） を 通 っ て 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 　 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） に 導 入 さ れ た 冷 媒 は 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ て 、 室 内 フ ァ ン
（ 35） に よ っ て 送 ら れ た 室 内 空 気 に 放 熱 し て 凝 縮 液 化 す る 。 こ れ に よ り 、 室 内 空 気 が 加 熱
さ れ 、 室 内 の 暖 房 が 行 わ れ る 。 液 化 し た 冷 媒 は 、 全 開 状 態 の 室 内 膨 張 弁 （ 36） を 通 っ て 、
第 １ 液 分 岐 管 （ 21a） と 第 ２ 液 分 岐 管 （ 21b） と を 流 れ 、 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ る
。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 　 上 記 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ た 液 冷 媒 は 、 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） で 膨 張 し た 後 、 上
記 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 、 庫 内 フ ァ ン （ 45） に よ っ て 送 ら れ た シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気
か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 こ れ に よ り 、 シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気 は 冷 却 さ れ る 。 蒸 発 し た 冷 媒
は 、 ブ ー ス タ 吸 入 管 （ 53） を 流 れ ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） に 吸 入 さ れ て 圧 縮 さ れ る 。 該 ブ ー
ス タ 圧 縮 機 （ 50） で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 は 、 ブ ー ス タ 吐 出 管 （ 54） を 介 し て 第 １ ガ ス 側 連 絡 配
管 （ 22） を 流 れ 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ る 。 そ し て 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ
れ た 冷 媒 は 、 第 １ 吸 入 管 （ 61） を 流 れ て 上 記 主 圧 縮 機 （ 11） に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
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　 　 一 方 、 上 記 給 湯 回 路 （ 70） で は 、 蓄 熱 槽 （ 71） の 下 部 か ら 給 湯 用 水 が 第 １ 給 湯 配 管 （
91） を 通 っ て 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ 、 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 主
圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 冷 媒 に よ り 、 例 え ば 、 約 ６ ０ ℃ に 加 熱 さ れ る 。 加 熱 さ れ た 給 湯 用 水 は
、 蓄 熱 槽 （ 71） に 貯 留 さ れ る 。 そ し て 、 床 暖 房 や 風 呂 の 利 用 者 の 要 求 に 応 じ て 、 利 用 側 ポ
ン プ （ 73） が 作 動 す る と 、 利 用 側 配 管 （ 94） を 流 れ て 浴 槽 （ 74） に 給 湯 や 、 床 暖 房 熱 交 換
器 （ 75） を 流 れ て 床 暖 房 を 行 う 。 床 暖 房 に 利 用 さ れ た 給 湯 用 水 は 、 利 用 側 戻 し 管 （ 93） を
流 れ て 蓄 熱 槽 （ 71） に 戻 る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 　 こ こ で 、 上 記 流 量 制 御 部 （ 103） は 、 室 内 の 暖 房 負 荷 に 基 づ い て 、 運 転 制 御 部 （ 101）
を 制 御 し て 上 記 給 水 ポ ン プ （ 72） の 回 転 数 を 制 御 し 、 こ れ に よ り 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の
第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 の 流 量 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 　 つ ま り 、 室 内 の 暖 房 負 荷 が 大 き く な る と 、 流 量 制 御 部 （ 103） が 運 転 制 御 部 （ 101） を
制 御 し て 、 上 記 給 水 ポ ン プ （ 72） の 回 転 数 を 小 さ く す る こ と に よ り 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16）
の 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 の 流 量 を 小 さ く す る 。 こ れ に よ り 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 1
0） に お い て 、 主 圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 冷 媒 が 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流
れ る 際 の 放 熱 量 が 小 さ く な る の で 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 放 熱 量 が 大 き な り 、
大 き い 暖 房 負 荷 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 　 一 方 、 室 内 の 暖 房 負 荷 が 小 さ く な る と 、 流 量 制 御 部 （ 103） が 運 転 制 御 部 （ 101） を 制
御 し て 、 上 記 給 水 ポ ン プ （ 72） の 回 転 数 を 大 き く す る こ と に よ り 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の
第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 の 流 量 を 大 き く す る 。 こ れ に よ り 、 上 記 冷 媒 回 路 （ 10
） に お い て 、 主 圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 冷 媒 が 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流
れ る 際 の 放 熱 量 が 大 き く な る の で 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） で の 放 熱 量 が 小 さ く な っ て 、
小 さ い 暖 房 負 荷 に 対 応 す る 。 な お 、 室 内 の 暖 房 負 荷 が 小 さ い 場 合 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で
冷 媒 が 凝 縮 し 、 第 ２ ガ ス 側 連 絡 配 管 （ 24） に は 気 液 二 相 冷 媒 や 液 冷 媒 が 流 れ る こ と も あ る
。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 　 な お 、 室 内 の 暖 房 負 荷 が 小 さ い 場 合 に 、 風 呂 湯 な ど の 給 湯 の 利 用 要 求 も 小 さ い こ と が
あ る 。 そ の よ う な 場 合 、 給 湯 回 路 （ 70） で は 、 蓄 熱 槽 （ 71） に 加 熱 さ れ た 給 湯 用 水 を 貯 留
す る こ と に よ り 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で 回 収 し た 熱 を 蓄 熱 す る 。 そ し て 、 室 内 の 暖 房 負 荷
が 大 き く な り 且 つ 風 呂 湯 な ど の 給 湯 の 利 用 要 求 も 大 き く な っ た と き に 、 給 水 ポ ン プ （ 72）
の 回 転 数 を 小 さ く し た り 停 止 し た り す る こ と に よ り 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 暖 房 負
荷 に 対 応 し た 運 転 を 行 う 一 方 、 給 湯 の 利 用 要 求 に 対 し て は 、 貯 留 し た 給 湯 用 水 を 供 給 す る
こ と に よ っ て 対 応 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 　 〈 第 ２ 暖 房 運 転 〉
　 　 第 １ 暖 房 運 転 で は 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 暖 房 と 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に
お け る 給 湯 用 水 の 加 熱 に お い て 、 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） の 排 熱 の み を 利 用 し て い る が 、 室 内
の 暖 房 負 荷 と 給 湯 の 負 荷 と が 大 き く な る と 、 能 力 不 足 と な る 場 合 が あ る 。 そ こ で 、 図 ３ に
示 す よ う に 、 暖 房 能 力 制 御 部 （ 104） が 運 転 制 御 部 （ 101） を 制 御 し 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2）
の 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に も 冷 媒 を 流 し 該 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で 冷 媒 を 蒸 発 さ せ て 暖 房 及 び
給 湯 の 能 力 を 増 大 さ せ る 第 ２ 暖 房 運 転 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 　 具 体 的 に 、 第 ２ 暖 房 運 転 で は 、 コ ン ト ロ ー ラ （ 100） の 運 転 制 御 部 （ 101） に よ り 、 四
路 切 換 弁 （ 12） が 第 ２ 状 態 に 設 定 さ れ 、 室 内 膨 張 弁 （ 36） が 開 状 態 と な り 、 冷 凍 膨 張 弁 （
46） 及 び 室 外 膨 張 弁 （ 15） が 適 宜 開 度 調 整 さ れ る 。 ま た 、 上 記 運 転 制 御 部 （ 101） に よ り
、 主 圧 縮 機 （ 11） 、 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） 、 室 内 フ ァ ン （ 35） 、 庫 内 フ ァ ン （ 45） 及 び 室
外 フ ァ ン （ 13f） が 駆 動 す る 。 こ れ に よ り 、 冷 媒 回 路 （ 10） で は 、 図 ３ の 矢 印 に 示 す 方 向
に 冷 媒 が 循 環 す る 。 一 方 、 上 記 給 湯 回 路 （ 70） で は 、 各 ポ ン プ （ 72,73） が 駆 動 し 、 給 湯
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用 水 が 上 記 第 １ 暖 房 運 転 時 と 同 様 に 循 環 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 　 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） で は 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） の 主 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し た 冷 媒 は
、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 。 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で は 、
第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 冷 媒 が 、 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 に 放 熱 し て 、 該 給 湯
用 水 を 加 熱 す る 。 そ し て 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ た 冷 媒 は 、 四 路
切 換 弁 （ 12） 及 び 第 ２ ガ ス 側 連 絡 配 管 （ 24） を 通 っ て 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 　 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） に 導 入 さ れ た 冷 媒 は 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ て 、 室 内 フ ァ ン
（ 35） に よ っ て 送 ら れ た 室 内 空 気 に 放 熱 し て 凝 縮 液 化 す る 。 こ れ に よ り 、 室 内 空 気 が 加 熱
さ れ 、 室 内 の 暖 房 が 行 わ れ る 。 液 化 し た 冷 媒 は 、 全 開 状 態 の 室 内 膨 張 弁 （ 36） を 通 っ て 、
第 １ 液 分 岐 管 （ 21a） を 流 れ る 。 該 第 １ 液 分 岐 管 （ 21a） を 流 れ た 液 冷 媒 の 一 部 は 、 第 ２ 液
分 岐 管 （ 21b） を 流 れ て 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ る 一 方 、 残 り の 液 冷 媒 は 、 液 側 連 絡
配 管 （ 21） を 流 れ て 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 　 上 記 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ た 液 冷 媒 は 、 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） で 膨 張 し た 後 、 上
記 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 、 庫 内 フ ァ ン （ 45） に よ っ て 送 ら れ た シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気
か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 こ れ に よ り 、 シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気 は 冷 却 さ れ る 。 蒸 発 し た 冷 媒
は 、 ブ ー ス タ 吸 入 管 （ 53） を 流 れ ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） に 吸 入 さ れ て 圧 縮 さ れ る 。 該 ブ ー
ス た 圧 縮 機 （ 50） で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 は 、 ブ ー ス タ 吐 出 管 （ 54） を 介 し て 第 １ ガ ス 側 連 絡 配
管 （ 22） を 流 れ 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ 、 第 １ 吸 入 管 （ 61） を 流 れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 　 一 方 、 上 記 液 側 連 絡 配 管 （ 21） か ら 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ た 残 り の 液 冷 媒 は
、 第 ２ 液 管 （ 82） 及 び 第 ３ 液 管 （ 83） を 流 れ 、 レ シ ー バ ー （ 14） に 流 入 す る 。 液 冷 媒 は 、
第 ４ 液 管 （ 84） を 流 れ 、 室 外 膨 張 弁 （ 15） で 膨 張 し て 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で 室 外 フ ァ ン
（ 13f） に よ っ て 送 ら れ た 室 外 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 こ こ で 、 室 外 フ ァ ン （ 13f） の
回 転 数 は 、 上 記 室 外 フ ァ ン 制 御 部 （ 106） に よ っ て 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 暖
房 負 荷 と 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 給 湯 負 荷 と に 基 づ い て 制 御 さ れ て い る 。 つ ま り 、 上 記
室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 暖 房 負 荷 と 上 記 給 湯 回 路 （ 70） と が 大 き く な る ほ ど 、 上 記 室
外 フ ァ ン （ 13f） の 回 転 数 が 大 き く な る よ う に 制 御 さ れ 、 こ れ に よ り 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13
） に お け る 冷 媒 の 吸 熱 量 が 大 き く な る 。 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 四 路 切 換 弁 （ 12） を 介 し て 第 ２
吸 入 管 （ 62） を 流 れ 、 第 １ 吸 入 管 （ 61） を 流 れ る 冷 媒 と 合 流 し て 、 上 記 主 圧 縮 機 （ 11） に
吸 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 　 一 方 、 上 記 給 湯 回 路 （ 70） で は 、 第 １ 暖 房 運 転 と 同 様 に 、 蓄 熱 槽 （ 71） の 下 部 か ら 流
れ た 給 湯 用 水 が 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ て 、 第 １ 流 路 （ 16a） を 流
れ る 主 圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 冷 媒 に よ り 、 例 え ば 、 約 ６ ０ ℃ に 加 熱 さ れ 、 蓄 熱 槽 （ 71） に 貯
留 さ れ る 。 そ し て 、 床 暖 房 や 風 呂 の 利 用 者 の 要 求 に 応 じ て 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 　 な お 、 第 ２ 暖 房 運 転 に お い て 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 暖 房 負 荷 が さ ら に
大 き く な っ た 場 合 、 一 時 的 に 給 水 ポ ン プ （ 72） の 回 転 数 を 小 さ く し て も よ い し 、 給 湯 負 荷
も 大 き く 給 水 ポ ン プ （ 72） の 回 転 数 を 小 さ く で き な い 場 合 は 、 室 外 フ ァ ン （ 13f） の 回 転
数 を さ ら に 大 き く す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 　 〈 第 １ 冷 房 運 転 〉
　 　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 冷 房 運 転 は 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に よ る 室 内 の 冷 房 と 上
記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） で シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却 と に よ り 得 た 熱 を 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で の
給 湯 用 水 の 加 熱 に １ ０ ０ ％ 利 用 す る 運 転 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 　 第 １ 冷 房 運 転 で は 、 コ ン ト ロ ー ラ （ 100） の 運 転 制 御 部 （ 101） に よ り 、 四 路 切 換 弁 （
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12） が 第 １ 状 態 に 設 定 さ れ 、 室 外 膨 張 弁 （ 15） が 閉 状 態 と な り 、 室 内 膨 張 弁 （ 36） 及 び 冷
凍 膨 張 弁 （ 46） が 適 宜 開 度 制 御 さ れ る 。 ま た 、 上 記 運 転 制 御 部 （ 101） に よ り 、 主 圧 縮 機
（ 11） 、 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） 、 室 内 フ ァ ン （ 35） 及 び 庫 内 フ ァ ン （ 45） が 駆 動 し 、 室 外
フ ァ ン （ 13f） が 停 止 状 態 と な る 。 こ の 際 、 上 記 容 量 制 御 部 （ 102） が 、 上 記 運 転 制 御 部 （
101） を 制 御 す る こ と に よ り 、 主 圧 縮 機 （ 11） と ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） の 運 転 容 量 は 、 冷
凍 熱 交 換 器 （ 41） に お け る シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却 負 荷 及 び 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内
の 冷 房 負 荷 に 応 じ た 運 転 容 量 で 運 転 す る 。 こ れ に よ り 、 冷 媒 回 路 （ 10） で は 、 図 ４ の 矢 印
に 示 す 方 向 に 冷 媒 が 循 環 す る 。 一 方 、 上 記 給 湯 回 路 （ 70） で は 、 各 ポ ン プ （ 72,73） が 駆
動 し 、 図 ４ の 矢 印 に 示 す 方 向 に 給 湯 用 水 が 循 環 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 　 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） で は 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） の 主 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し た 冷 媒 は
、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 。 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で は 、
第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 冷 媒 が 、 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 に 放 熱 し て 凝 縮 液 化
し 、 こ れ に よ り 、 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 が 加 熱 さ れ る 。 そ し て 、 給 湯 熱 交 換
器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ た 液 冷 媒 は 、 四 路 切 換 弁 （ 12） を 介 し て 室 外 熱 交 換 器
（ 13） を 流 れ る 。 こ の 際 、 室 外 フ ァ ン （ 13f） が 停 止 し て い る た め に 、 液 冷 媒 は 、 室 外 熱
交 換 器 （ 13） に よ っ て 室 外 空 気 と 熱 交 換 を す る こ と な く 該 室 外 熱 交 換 器 （ 13） を 通 過 す る
。 そ し て 、 上 記 液 冷 媒 は 、 レ シ ー バ ー （ 14） を 通 っ て 、 第 ２ 液 管 （ 82） か ら 液 側 連 絡 配 管
（ 21） へ 流 れ 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） か ら 導 出 さ れ る 。 液 側 連 絡 配 管 （ 21） を 流 れ る 液 冷 媒
は 、 そ の 一 部 が 、 上 記 第 ２ 液 分 岐 管 （ 21b） を 流 れ て 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ 、 残 り
が 、 上 記 第 １ 液 分 岐 管 （ 21a） を 流 れ て 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 　 上 記 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ た 液 冷 媒 は 、 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） で 膨 張 し た 後 、 上
記 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 、 庫 内 フ ァ ン （ 45） に よ っ て 送 ら れ た シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気
か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 こ れ に よ り 、 シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気 は 冷 却 さ れ る 。 蒸 発 し た 冷 媒
は 、 ブ ー ス タ 吸 入 管 （ 53） を 流 れ ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） に 吸 入 さ れ て 圧 縮 さ れ る 。 該 ブ ー
ス タ 圧 縮 機 （ 50） で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 は 、 ブ ー ス タ 吐 出 管 （ 54） を 介 し て 第 １ ガ ス 側 連 絡 配
管 （ 22） を 流 れ 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ て 第 １ 吸 入 管 （ 61） を 流 れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 　 一 方 、 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） に 導 入 さ れ た 冷 媒 は 、 室 内 膨 張 弁 （ 36） で 膨 張 し て 室 内 熱
交 換 器 （ 31） を 流 れ る 。 冷 媒 は 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ る 際 、 室 内 フ ァ ン （ 35） に よ
っ て 送 ら れ た 室 内 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 こ れ に よ り 、 室 内 空 気 が 冷 却 さ れ 、 室 内 の
冷 房 が 行 わ れ る 。 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 第 ２ ガ ス 側 連 絡 配 管 （ 24） を 流 れ て 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2
） に 導 入 さ れ る 。 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ た 冷 媒 は 、 四 路 切 換 弁 （ 12） を 介 し て 第
２ 吸 入 管 （ 62） を 流 れ 、 第 １ 吸 入 管 （ 61） を 流 れ る 冷 媒 に 合 流 し て 主 圧 縮 機 （ 11） に 吸 入
さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 　 　 一 方 、 上 記 給 湯 回 路 （ 70） で は 、 第 １ 暖 房 運 転 と 同 様 に 、 蓄 熱 槽 （ 71） の 下 部 か ら
流 れ た 給 湯 用 水 が 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ て 、 第 １ 流 路 （ 16a） を
流 れ る 主 圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 冷 媒 に よ り 、 例 え ば 、 約 ６ ０ ℃ に 加 熱 さ れ 、 蓄 熱 槽 （ 71） に
貯 留 さ れ る 。 そ し て 、 床 暖 房 や 風 呂 の 利 用 者 の 要 求 に 応 じ て 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 　 〈 第 ２ 冷 房 運 転 〉
　 　 上 記 第 １ 冷 房 運 転 に お い て 、 給 湯 回 路 （ 70） の 蓄 熱 槽 （ 71） 内 に 高 温 の 給 湯 用 水 が 十
分 に 貯 留 さ れ 且 つ 床 暖 房 や 風 呂 湯 の 給 湯 の 要 求 が な く 給 湯 負 荷 が 小 さ く な っ た り 、 室 内 熱
交 換 器 （ 31） に お け る の 冷 房 負 荷 と 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却
負 荷 が 著 し く 大 き く な っ た り す る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31）
と 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） と に お い て 冷 媒 が 得 る 熱 量 が 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯 用
水 の 加 熱 に 利 用 す る 熱 量 に 対 し て 過 剰 と な る 。 そ こ で 、 こ の 第 ２ 冷 房 運 転 は 、 冷 房 能 力 制
御 部 （ 105） が 運 転 制 御 部 （ 101） を 制 御 し 、 冷 媒 回 路 （ 10） に お け る 冷 媒 の 循 環 方 向 は 、
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第 １ 冷 房 運 転 と 同 じ で あ る が 、 室 外 フ ァ ン （ 13f） を 駆 動 さ せ 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で 利
用 し き れ な か っ た 余 剰 の 熱 を 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に お い て 室 外 に 放 熱 す る こ と に よ り 、 冷
凍 サ イ ク ル の 熱 量 を バ ラ ン ス さ せ る 。 ま た 、 上 記 室 外 フ ァ ン 制 御 部 （ 106） は 上 記 運 転 制
御 部 （ 101） を 制 御 す る こ と に よ り 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 給 湯 負 荷 に 応 じ て 、 上 記
室 外 熱 交 換 器 （ 13） の 放 熱 量 が 変 動 す る よ う に 、 室 外 フ ァ ン （ 13f） の 回 転 数 を 制 御 す る
。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 　 具 体 的 に 、 第 ２ 冷 房 運 転 で は 、 コ ン ト ロ ー ラ （ 100） の 運 転 制 御 部 （ 101） に よ り 、 四
路 切 換 弁 （ 12） が 第 １ 状 態 に 設 定 さ れ 、 室 外 膨 張 弁 （ 15） が 開 状 態 と な り 、 冷 凍 膨 張 弁 （
46） 及 び 室 内 膨 張 弁 （ 36） が 適 宜 開 度 調 整 さ れ る 。 ま た 、 上 記 運 転 制 御 部 （ 101） に よ り
、 主 圧 縮 機 （ 11） 、 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） 、 室 内 フ ァ ン （ 35） 、 庫 内 フ ァ ン （ 45） 及 び 室
外 フ ァ ン （ 13f） が 駆 動 す る 。 こ れ に よ り 、 冷 媒 回 路 （ 10） で は 、 図 ３ の 矢 印 に 示 す 方 向
に 冷 媒 が 循 環 す る 。 一 方 、 上 記 給 湯 回 路 （ 70） で は 、 各 ポ ン プ （ 72,73） が 駆 動 し 、 給 湯
用 水 が 上 記 第 １ 暖 房 運 転 時 と 同 様 に 循 環 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 　 上 記 冷 媒 回 路 （ 10） で は 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） の 主 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し た 冷 媒 は
、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 。 こ こ で 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16
） の 給 湯 負 荷 は 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に よ る 室 内 の 冷 房 負 荷 と 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） の 冷 却
負 荷 と に 対 し て 小 さ く な っ て い る の で 、 上 記 流 量 制 御 部 （ 103） に よ る 上 記 給 水 ポ ン プ （ 7
2） の 制 御 に よ り 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 の 流 量 が
小 さ く な っ て い る 。 そ の た め 、 主 圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 冷 媒 が 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １
流 路 （ 16a） を 流 れ る 際 に 第 ２ 流 路 （ 16b） の 給 湯 用 水 に 放 熱 す る 熱 量 が 小 さ く な る 。 つ ま
り 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） か ら 流 出 し た 冷 媒 は 、 例 え ば 、 吐 出 冷 媒
よ り や や 低 温 の ガ ス 状 態 で あ っ た り 、 気 液 二 相 状 態 と な っ て い る 。 さ ら に 、 給 湯 負 荷 が ゼ
ロ で あ っ て 給 水 ポ ン プ （ 72） が 停 止 状 態 で あ れ ば 、 第 １ 流 路 （ 16a） か ら 流 出 し た 冷 媒 は
、 主 圧 縮 機 （ 11） を 吐 出 し た 状 態 と 略 同 じ 状 態 の 高 温 高 圧 の ガ ス 冷 媒 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 　 そ し て 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ た 液 冷 媒 は 、 四 路 切 換 弁 （ 12
） を 介 し て 室 外 熱 交 換 器 （ 13） を 流 れ る 。 こ の 際 、 室 外 フ ァ ン （ 13f） が 駆 動 し て い る た
め に 、 液 冷 媒 は 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に よ っ て 室 外 空 気 に 放 熱 す る 。 こ こ で 、 室 外 フ ァ ン
（ 13f） の 回 転 数 は 、 上 記 室 外 フ ァ ン 制 御 部 （ 106） に よ っ て 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の
給 湯 負 荷 に 基 づ い て 制 御 さ れ て い る 。 つ ま り 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 給 湯 負 荷 が 小 さ い ほ
ど 、 上 記 室 外 フ ァ ン （ 13f） の 回 転 数 が 大 き く な る よ う に 制 御 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、
室 外 熱 交 換 器 （ 13） を 流 れ る 冷 媒 は 室 外 空 気 へ 確 実 に 放 熱 し て 凝 縮 す る 。 凝 縮 し た 液 冷 媒
は 、 レ シ ー バ ー （ 14） を 通 っ て 、 第 ２ 液 管 （ 82） か ら 液 側 連 絡 配 管 （ 21） へ 流 れ 、 室 外 ユ
ニ ッ ト （ 2） か ら 導 出 さ れ る 。 液 側 連 絡 配 管 （ 21） を 流 れ る 液 冷 媒 は 、 そ の 一 部 が 、 上 記
第 ２ 液 分 岐 管 （ 21b） を 流 れ て 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ 、 残 り が 、 上 記 第 １ 液 分 岐 管
（ 21a） を 流 れ て 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 　 上 記 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ た 液 冷 媒 は 、 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） で 膨 張 し た 後 、 上
記 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 、 庫 内 フ ァ ン （ 45） に よ っ て 送 ら れ た シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気
か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 こ れ に よ り 、 シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気 は 冷 却 さ れ る 。 蒸 発 し た 冷 媒
は 、 ブ ー ス タ 吸 入 管 （ 53） を 流 れ ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） に 吸 入 さ れ て 圧 縮 さ れ る 。 該 ブ ー
ス た 圧 縮 機 （ 50） で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 は 、 ブ ー ス タ 吐 出 管 （ 54） を 介 し て 第 １ ガ ス 側 連 絡 配
管 （ 22） を 流 れ 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ 、 第 １ 吸 入 管 （ 61） を 流 れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 　 一 方 、 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） に 導 入 さ れ た 冷 媒 は 、 室 内 膨 張 弁 （ 36） で 膨 張 し て 室 内 熱
交 換 器 （ 31） を 流 れ る 。 冷 媒 は 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ る 際 、 室 内 フ ァ ン （ 35） に よ
っ て 送 ら れ た 室 内 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 こ れ に よ り 、 室 内 空 気 が 冷 却 さ れ 、 室 内 の
冷 房 が 行 わ れ る 。 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 第 ２ ガ ス 側 連 絡 配 管 （ 24） を 流 れ て 、 室 外 ユ ニ ッ ト （
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2） に 導 入 さ れ る 。 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ た 冷 媒 は 、 四 路 切 換 弁 （ 12） を 介 し て 第
２ 吸 入 管 （ 62） を 流 れ 、 第 １ 吸 入 管 （ 61） を 流 れ る 冷 媒 に 合 流 し て 主 圧 縮 機 （ 11） に 吸 入
さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 　 な お 、 上 記 第 １ 冷 房 運 転 と 上 記 第 ２ 冷 房 運 転 と は 、 給 湯 温 度 セ ン サ （ 17） の 測 定 値 に
よ っ て 切 り 換 え る 。 つ ま り 、 第 １ 冷 房 運 転 に お い て 、 給 湯 温 度 セ ン サ （ 17） に お け る 測 定
値 が 高 く （ 例 え ば 、 ９ ０ ℃ と ） な っ た ら 、 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） と 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41）
と に お い て 得 る 排 熱 の 熱 量 が 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯 用 水 の 放 熱 量 よ り 過 剰 と な
っ て い る の で 、 第 ２ 冷 房 運 転 を 行 う 。 ま た 、 第 ２ 冷 房 運 転 に お い て 、 給 湯 温 度 セ ン サ （ 17
） に お け る 測 定 値 が 低 く （ 例 え ば 、 ６ ０ ℃ 以 下 に ） な っ た ら 、 給 湯 に 必 要 な 熱 量 を 室 外 熱
交 換 器 （ 13） で 捨 て て い る と い う こ と な の で 、 室 外 フ ァ ン （ 13f） を 停 止 し て 第 １ 冷 房 運
転 を 行 う 。 ま た 、 主 圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 管 （ 64） に 吐 出 温 度 セ ン サ を 設 け て 、 該 吐 出 温 度
セ ン サ の 測 定 値 に よ り 、 第 １ 冷 房 運 転 と 第 ２ 冷 房 運 転 と を 切 り 換 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 　 － 実 施 形 態 １ の 効 果 －
　 　 上 記 冷 凍 装 置 （ 1） で は 、 冷 媒 が 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る 庫 内 冷 却 に よ り 得 た
排 熱 を 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯 用 水 の 加 熱 と 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内
の 暖 房 と に 利 用 す る こ と が で き る の で 、 庫 内 冷 却 に よ り 得 た 排 熱 を 確 実 に 有 効 利 用 す る こ
と が で き る と 共 に 、 給 湯 用 の 熱 源 を 別 途 設 け る 必 要 が な い 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 　 ま た 、 主 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し た 冷 媒 が 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） を 流 れ た 後 に 、
室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ る よ う に し て お り 、 主 圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 冷 媒 の 全 て が 直 接 上
記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る の で 、 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用
水 を 確 実 に 所 定 の 高 温 度 に す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 　 ま た 、 暖 房 運 転 時 に お い て は 、 上 記 容 量 制 御 部 （ 102） に よ り 、 上 記 主 圧 縮 機 （ 11）
及 び ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） を 上 記 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） に お け る シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却 負 荷 に
基 づ い て 運 転 容 量 を 制 御 す る よ う に し た た め に 、 シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却 温 度 を 所 定 の 設 定 温
度 に 維 持 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 庫 内 に 食 品 な ど の 品 物 を 収 納 す る 場 合 、 確 実 に
当 該 品 物 の 品 質 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 　 ま た 、 流 量 制 御 部 （ 103） に よ り 、 上 記 暖 房 運 転 時 に お い て 、 室 内 の 暖 房 負 荷 に 基 づ
い て 給 水 ポ ン プ （ 72） の 回 転 数 を 制 御 し て 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） を 流 れ る 給 湯 用 水 の 流 量 を
制 御 す る よ う に し た た め に 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 へ の 放 熱 量 を 適 宜 調 節 す る
こ と が で き る の で 、 室 内 の 暖 房 負 荷 に 応 じ た 運 転 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 そ し て 、 室
内 の 暖 房 負 荷 が 小 さ く 且 つ 風 呂 湯 な ど の 給 湯 の 利 用 要 求 も 小 さ い 場 合 、 給 湯 回 路 （ 70） で
は 、 蓄 熱 槽 （ 71） に 加 熱 さ れ た 給 湯 用 水 を 貯 留 す る こ と に よ り 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で 回
収 し た 熱 を 蓄 熱 し て お く こ と が で き 、 該 蓄 熱 槽 （ 71） に 蓄 熱 し た 熱 を 給 湯 要 求 に 応 じ て 適
宜 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 　 そ し て 、 室 内 の 暖 房 負 荷 と 給 湯 の 負 荷 と が 共 に 大 き く な っ た 場 合 に は 、 暖 房 能 力 制 御
部 （ 104） が 運 転 制 御 部 （ 101） を 制 御 し 、 第 ２ 暖 房 運 転 を 行 っ て 、 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） と
室 外 熱 交 換 器 （ 13） で 得 た 排 熱 を 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯 用 水 の 加 熱 と 室 内 熱 交
換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 暖 房 と に 利 用 す る こ と が で き る の で 、 室 内 の 暖 房 負 荷 と 給 湯 の
負 荷 と に 対 応 し た 運 転 を 行 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 室 外 フ ァ ン （ 13f） の 回 転 数 を 制 御
し て 、 第 ２ 暖 房 運 転 に お け る 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で の 吸 熱 量 を 制 御 す る こ と が で き る の で
、 確 実 に 室 内 の 暖 房 負 荷 と 給 湯 の 負 荷 と に 対 応 し た 運 転 を 行 う こ と が で き る 。 こ の よ う に
し て 、 室 内 の 在 室 者 の 快 適 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 風 呂 湯 や 床 暖 房 な ど の 給
湯 の 利 用 者 な ど の 要 求 に 応 じ た 運 転 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
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　 　 一 方 、 冷 房 運 転 時 に は 、 冷 媒 が 室 内 熱 交 換 器 （ 31） と 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） と で 得 た 排
熱 を 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） に お け る 給 湯 用 水 の 加 熱 に 利 用 す る こ と が で き る の で 、 給 湯 負 荷
に 対 応 し た 給 湯 運 転 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 冷 房 運 転 時 に お い て は 、 上 記 容 量
制 御 部 （ 102） に よ り 、 上 記 主 圧 縮 機 （ 11） 及 び ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） を 上 記 冷 却 熱 交 換
器 （ 41） に お け る シ ョ ー ケ ー ス の 冷 却 負 荷 及 び 上 記 室 内 熱 交 換 器 （ 31） に お け る 室 内 の 冷
房 負 荷 に 基 づ い て 運 転 容 量 を 制 御 す る よ う に し た た め に 、 庫 内 の 冷 却 温 度 を 所 定 の 設 定 温
度 に 保 つ と 共 に 、 室 内 温 度 を 所 定 の 設 定 温 度 に 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 　 ま た 、 冷 房 運 転 に お い て 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） 及 び 冷 却 熱 交 換 器 （ 41） で 得 た 排 熱 を
給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で 利 用 し き れ な い 場 合 は 、 余 剰 の 熱 を 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に お い て 室
外 に 放 熱 す る こ と が で き る の で 、 冷 媒 回 路 （ 10） で 行 わ れ る 冷 凍 サ イ ク ル の 熱 量 を バ ラ ン
ス さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 室 外 フ ァ ン （ 13f） の 回 転 数 を 制 御 す る こ と に よ り 、 室 外
熱 交 換 器 （ 13） で の 室 外 空 気 へ の 放 熱 量 を 制 御 す る こ と が で き る の で 、 冷 凍 サ イ ク ル の 熱
量 を 確 実 に バ ラ ン ス さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 安 定 し た サ イ ク ル で 運 転 を 行
う こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 　 《 発 明 の 実 施 形 態 ２ 》
　 　 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 1） は 、 上 記 実 施 形 態 １ の 冷 凍 装 置 （ 1） が 、 室 内 熱 交 換 器 （
31） で 冷 暖 房 運 転 を 行 い 且 つ 能 力 制 御 を 行 う た め の 室 外 熱 交 換 器 （ 13） を 備 え て い た こ と
に 代 わ り 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） で 室 内 の 暖 房 の み を 行 う よ う に し 且 つ
室 外 熱 交 換 器 （ 13） を 設 け な い 構 成 と し た も の で あ る 。 ま た 、 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） で は 、
暖 房 の み が 行 わ れ る た め に 室 内 膨 張 弁 （ 36） は 設 け ら れ て い な い 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 　 具 体 的 に 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に は 、 主 圧 縮 機 （ 11） と 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） が 設 け ら
れ て い る 。 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） の 他 端 は 、 第 ２ ガ ス 側 閉 鎖 弁 （ 27） を
介 し て 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） の 室 内 熱 交 換 器 （ 31） の 他 端 に 接 続 さ れ て い る 。 上 記 室 内 熱 交
換 器 （ 31） の 一 端 は 、 配 管 （ 21a,21b)を 介 し て 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） の 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） に
接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） で は 、 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） と 冷 凍 熱 交 換 器 （ 4
1） と ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） と が 順 に 接 続 さ れ 、 該 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） の 吐 出 側 は 第 １
ガ ス 側 閉 鎖 弁 （ 26） を 介 し て 主 圧 縮 機 （ 11） の 吸 入 側 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 　 冷 媒 回 路 （ 10） で は 、 図 ５ の 矢 印 の 方 向 に 冷 媒 が 循 環 す る 。 ま た 、 運 転 中 に お い て 、
容 量 制 御 部 （ 102） と 流 量 制 御 部 （ 103） は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 に 運 転 制 御 部 （ 101） の 制
御 を 行 う 。
【 ０ １ １ １ 】
　 　 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に お い て 、 主 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し た 冷 媒 は 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 1
6） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ 、 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 を 加 熱 し た 後 、 室 内 ユ
ニ ッ ト （ 3） に 導 入 さ れ る 。 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） で は 、 冷 媒 が 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ
室 内 空 気 に 放 熱 し て 凝 縮 液 化 し 、 こ れ に よ り 、 室 内 空 気 が 加 熱 さ れ 室 内 の 暖 房 が 行 わ れ る
。 液 化 し た 冷 媒 は 、 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ 、 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） で 膨 張 し た 後 、 上
記 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 、 シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 し 、 こ れ に よ り 、
シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気 は 冷 却 さ れ る 。 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） で 圧 縮 さ れ
た 後 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ 、 主 圧 縮 機 （ 11） に 再 び 吸 入 さ れ て 圧 縮 さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 　 一 方 、 上 記 給 湯 回 路 （ 70） で は 、 上 記 実 施 形 態 １ と 同 様 に 給 湯 用 水 が 流 れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 　 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 1） は 、 実 施 形 態 １ の 冷 凍 装 置 （ 1） と 比 べ て 構 成 が 簡 素 で あ
り 、 室 内 の 冷 房 が 必 要 な い 寒 冷 地 な ど に 適 し て い る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 に 、 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に ブ ー ス タ 圧 縮 機
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（ 50） を 設 け て い る が 、 該 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） を 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 設 け て も よ い 。
ま た 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） は 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） を 設 け て い な い の で 、 屋 内 に 設 置 し て
も よ い 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 　 そ の 他 の 構 成 、 作 用 及 び 効 果 は 実 施 形 態 １ と 同 じ で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 　 《 発 明 の 実 施 形 態 ３ 》
　 　 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 1） は 、 上 記 実 施 形 態 １ の 冷 凍 装 置 （ 1） が 室 内 熱 交 換 器 （ 31
） で 冷 暖 房 運 転 を 行 っ た こ と に 代 わ り 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31）
で 室 内 の 暖 房 の み を 行 う よ う に し た も の で あ る 。 そ の た め 、 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） に は 、 室
内 膨 張 弁 （ 36） が 設 け ら れ て い な い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 1） は 、 室 外 熱 交 換
器 （ 13） を 備 え 、 室 内 の 暖 房 負 荷 と 給 湯 負 荷 と が 大 き く な っ た 際 に 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13）
に も 冷 媒 を 流 し て 能 力 を 増 大 さ せ る 運 転 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 　 具 体 的 に 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に は 、 主 圧 縮 機 （ 11） と 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） と 室 外 熱
交 換 器 （ 13） と 室 外 膨 張 弁 （ 15） と レ シ ー バ ー （ 14） と が 設 け ら れ て い る 。 主 圧 縮 機 （ 11
） の 吐 出 管 （ 64） は 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） の 一 端 に 接 続 さ れ 、 給 湯 熱
交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） の 他 端 は 、 第 ２ ガ ス 側 閉 鎖 弁 （ 27） を 介 し て 室 内 ユ ニ ッ
ト （ 3） の 室 内 熱 交 換 器 （ 31） の 他 端 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 主 圧 縮 機 （ 11） の 第 １ 吸
入 管 （ 61） は 、 第 １ ガ ス 側 閉 鎖 弁 （ 26） を 介 し て 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） の ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 5
0） の 吐 出 側 に 接 続 さ れ て い る 。 室 外 熱 交 換 器 （ 13） の 一 端 は 、 第 ２ 吸 入 管 （ 62） を 介 し
て 第 １ 吸 入 管 （ 61） の 途 中 に 接 続 さ れ 、 他 端 は 、 室 外 膨 張 弁 （ 15） を 介 し て レ シ ー バ ー （
14） の 底 部 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 液 側 閉 鎖 弁 （ 25） と レ シ ー バ ー （ 14） の 頂 部 は 配 管
（ 82） を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 　 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 1） は 、 第 １ 暖 房 運 転 と 第 ２ 暖 房 運 転 と を 行 う 。 ま た 、 運 転
中 に お い て 、 容 量 制 御 部 （ 102） と 流 量 制 御 部 （ 103） と 暖 房 能 力 制 御 部 （ 104） と 室 外 フ
ァ ン 制 御 部 （ 106） は 実 施 形 態 １ と 同 様 に 運 転 制 御 部 （ 101） の 制 御 を 行 う 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 　 第 １ 暖 房 運 転 で は 、 図 ６ の 矢 印 に 示 す 方 向 に 冷 媒 が 循 環 す る 。 こ の 第 １ 暖 房 運 転 で は
、 室 外 膨 張 弁 （ 15） が 全 閉 状 態 と な り 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に は 冷 媒 が 流 れ な い 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 　 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） の 主 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し た 冷 媒 は 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第
１ 流 路 （ 16a） を 流 れ 、 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 を 加 熱 し た 後 、 室 内 ユ ニ ッ ト （
3） に 導 入 さ れ る 。 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） で は 、 冷 媒 が 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ 室 内 空 気
に 放 熱 し て 凝 縮 液 化 し 、 こ れ に よ り 、 室 内 空 気 が 加 熱 さ れ 室 内 の 暖 房 が 行 わ れ る 。 液 化 し
た 冷 媒 は 、 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ 、 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） で 膨 張 し た 後 、 上 記 冷 凍 熱
交 換 器 （ 41） を 流 れ 、 シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 し 、 こ れ に よ り 、 シ ョ ー ケ
ー ス 内 の 空 気 は 冷 却 さ れ る 。 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） で 圧 縮 さ れ た 後 、 室
外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ 、 主 圧 縮 機 （ 11） に 再 び 吸 入 さ れ て 圧 縮 さ れ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 　 第 ２ 暖 房 運 転 で は 、 図 ７ の 矢 印 に 示 す よ う 方 向 に 冷 媒 が 循 環 す る 。 第 ２ 暖 房 運 転 は 、
室 内 の 暖 房 負 荷 と 給 湯 の 負 荷 と が 大 き く な っ て 、 能 力 不 足 と な る 場 合 に 、 室 外 熱 交 換 器 （
13） に も 冷 媒 を 流 し 、 冷 媒 が 該 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で 吸 熱 す る こ と に よ り 、 能 力 を 増 大 さ
せ る も の で あ り 、 冷 媒 は 、 実 施 形 態 １ の 第 ２ 暖 房 運 転 と 同 じ 方 向 に 循 環 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 　 具 体 的 に 、 冷 媒 回 路 （ 10） で は 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） の 主 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し た
冷 媒 は 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 。 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16）
で は 、 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 冷 媒 が 、 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 に 放 熱 し て 、
該 給 湯 用 水 を 加 熱 す る 。 そ し て 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ た 冷 媒 は
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、 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） に 導 入 さ れ る 。 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） で は 、 冷 媒 が 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31
） を 流 れ 、 室 内 空 気 に 放 熱 し て 凝 縮 液 化 し 、 こ れ に よ り 、 室 内 空 気 が 加 熱 さ れ 、 室 内 の 暖
房 が 行 わ れ る 。 液 化 し た 冷 媒 の 一 部 は 、 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ る 一 方 、 残 り の 液
冷 媒 は 、 液 側 連 絡 配 管 （ 21） を 流 れ て 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 　 上 記 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ た 液 冷 媒 は 、 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） で 膨 張 し 、 冷 凍 熱
交 換 器 （ 41） を 流 れ シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る 。 こ れ に よ り 、 シ ョ ー ケ
ー ス 内 の 空 気 は 冷 却 さ れ る 。 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） で 圧 縮 さ れ 、 室 外 ユ
ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ 、 第 １ 吸 入 管 （ 61） を 流 れ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 　 一 方 、 上 記 液 側 連 絡 配 管 （ 21） か ら 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ た 残 り の 液 冷 媒 は
、 室 外 膨 張 弁 （ 15） で 膨 張 し 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） を 流 れ 室 外 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 す る
。 そ し て 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 第 １ 吸 入 管 （ 61） を 流 れ る 冷 媒 と 合 流
し て 、 上 記 主 圧 縮 機 （ 11） に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 　 な お 、 給 湯 回 路 （ 70） で は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 に 給 湯 用 水 が 流 れ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 　 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 1） は 、 実 施 形 態 １ の 冷 凍 装 置 （ 1） と 比 べ て 構 成 が 簡 素 で あ
り 、 室 内 の 冷 房 が 必 要 な い 寒 冷 地 な ど に 適 し て い る 。 ま た 、 室 内 の 暖 房 負 荷 と 給 湯 負 荷 と
に 応 じ た 運 転 を 行 う こ と が で き る の で 、 室 内 を 在 室 者 の 快 適 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
と 共 に 、 風 呂 湯 や 床 暖 房 な ど の 給 湯 の 利 用 者 な ど の 要 求 に 応 じ て 、 確 実 に 給 湯 を 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 　 そ の 他 の 構 成 、 作 用 及 び 効 果 は 実 施 形 態 １ と 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 　 《 発 明 の 実 施 形 態 ４ 》
　 　 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 1） は 、 上 記 実 施 形 態 １ の 冷 凍 装 置 （ 1） が 能 力 制 御 を 行 う た
め の 室 外 熱 交 換 器 （ 13） を 設 け た こ と に 代 わ り 、 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 室 外 熱 交 換
器 （ 13） を 設 け な い 構 成 と し た も の で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 1） は 、 実 施
形 態 １ の 冷 凍 装 置 （ 1） と 同 様 に 、 室 内 の 冷 暖 房 運 転 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 　 具 体 的 に 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に は 、 主 圧 縮 機 （ 11） と 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） と 四 路 切
換 弁 （ 12） が 設 け ら れ て い る 。 主 圧 縮 機 （ 11） の 吐 出 管 （ 64） は 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の
第 １ 流 路 （ 16a） の 一 端 に 接 続 さ れ 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） の 他 端 は 、 四
路 切 換 弁 （ 12） の 第 １ ポ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 主 圧 縮 機 （ 11） の 第 １ 吸 入 管 （ 61
） は 、 第 １ ガ ス 側 閉 鎖 弁 （ 26） を 介 し て 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） の ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） の 吐
出 側 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 １ 吸 入 管 （ 61） の 途 中 に は 、 第 ２ 吸 入 管 （ 62） の 一
端 が 接 続 さ れ て お り 、 該 第 ２ 吸 入 管 （ 62） の 他 端 は 、 四 路 切 換 弁 （ 12） の 第 ２ ポ ー ト に 接
続 さ れ い る 。 ま た 、 四 路 切 換 弁 （ 12） の 第 ３ ポ ー ト は 、 配 管 （ 82） を 介 し て 液 側 閉 鎖 弁 （
25） に 接 続 さ れ 、 該 配 管 （ 82） に は 、 四 路 切 換 弁 （ 12） か ら 液 側 閉 鎖 弁 （ 25） へ 向 か う 方
向 か う 冷 媒 の 流 通 だ け を 許 容 す る 逆 止 弁 （ CV-2） が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 四 路 切 換 弁 （
12） の 第 ４ ポ ー ト は 、 第 ２ ガ ス 側 閉 鎖 弁 （ 27） に 接 続 さ れ て い る 。 上 記 四 路 切 換 弁 （ 12）
は 、 第 １ の ポ ー ト と 第 ３ の ポ ー ト が 互 い に 連 通 し て 第 ２ の ポ ー ト と 第 ４ の ポ ー ト が 互 い に
連 通 す る 第 １ 状 態 （ 図 ８ に 破 線 で 示 す 状 態 ） と 、 第 １ の ポ ー ト と 第 ４ の ポ ー ト が 互 い に 連
通 し て 第 ２ の ポ ー ト と 第 ３ ポ ー ト が 互 い に 連 通 す る 第 ２ 状 態 （ 図 ８ に 実 線 で 示 す 状 態 ） と
に 切 り 換 え 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 　 本 実 施 形 態 の 冷 凍 装 置 （ 1） で は 、 暖 房 運 転 と 冷 房 運 転 と を 行 う 。 ま た 、 運 転 中 に お
い て 、 容 量 制 御 部 （ 102） 及 び 流 量 制 御 部 （ 103） は 実 施 形 態 １ と 同 様 に 運 転 制 御 部 （ 101
） の 制 御 を 行 う 。
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【 ０ １ ３ １ 】
　 　 暖 房 運 転 で は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 四 路 切 換 弁 （ 12） が 第 ２ 状 態 と な り 、 図 ８ の 矢 印
に 示 す 方 向 に 冷 媒 が 循 環 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 　 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） で は 、 主 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し た 冷 媒 が 、 給 湯 熱 交 換 器 （ 16）
の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ 、 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 を 加 熱 し た 後 、 室 内 ユ ニ ッ
ト （ 3） に 導 入 さ れ る 。 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） で は 、 冷 媒 が 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ 、 室
内 空 気 に 放 熱 し て 凝 縮 液 化 し 、 こ れ に よ り 、 室 内 空 気 が 加 熱 さ れ 室 内 の 暖 房 が 行 わ れ る 。
液 化 し た 冷 媒 は 、 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ る 。 こ こ で 、 こ の 液 化 し た 冷 媒 は 、 逆 止
弁 （ CV-2） が 設 け ら れ て い る た め に 、 液 側 連 絡 配 管 （ 21） を 流 れ て 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に
導 入 さ れ る こ と は な い 。 そ し て 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ た 冷 媒 は 、 冷 凍 膨 張 弁 （ 46
） で 膨 張 し た 後 、 上 記 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 、 シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸
発 し 、 こ れ に よ り 、 シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気 は 冷 却 さ れ る 。 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 ブ ー ス タ 圧 縮
機 （ 50） で 圧 縮 さ れ た 後 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ 、 主 圧 縮 機 （ 11） に 再 び 吸 入 さ
れ て 圧 縮 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 　 な お 、 暖 房 運 転 時 に 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） で 凝 縮 液 化 し た 冷 媒 が 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2）
に 直 接 導 入 し な い よ う に す る た め に 、 上 記 逆 止 弁 （ CV-2） の 代 わ り に 、 電 磁 弁 や 膨 張 弁 を
設 け て て も よ い 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 　 冷 房 運 転 で は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 四 路 切 換 弁 （ 12） が 第 １ 状 態 と な り 、 図 ９ の 矢 印
に 示 す 方 向 に 冷 媒 が 循 環 す る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 　 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） の 主 圧 縮 機 （ 11） か ら 吐 出 し た 冷 媒 は 、 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16）
の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 。 上 記 給 湯 熱 交 換 器 （ 16） で は 、 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ る 冷
媒 が 、 第 ２ 流 路 （ 16b） を 流 れ る 給 湯 用 水 に 放 熱 し て 、 該 給 湯 用 水 を 加 熱 す る 。 そ し て 、
給 湯 熱 交 換 器 （ 16） の 第 １ 流 路 （ 16a） を 流 れ た 冷 媒 は 、 四 路 切 換 弁 （ 12） を 介 し て 配 管
（ 82） 及 び 液 側 連 絡 配 管 （ 21） を 流 れ 、 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） と 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） と に 分 配
さ れ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 　 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） に 導 入 さ れ た 液 冷 媒 は 、 冷 凍 膨 張 弁 （ 46） で 膨 張 し た 後 、 上 記 冷
凍 熱 交 換 器 （ 41） を 流 れ 、 シ ョ ー ケ ー ス 内 の 空 気 か ら 吸 熱 し て 蒸 発 し 、 シ ョ ー ケ ー ス 内 の
空 気 を 冷 却 す る 。 そ し て 、 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） で 圧 縮 さ れ 第 １ ガ ス 側
連 絡 配 管 （ 22） を 流 れ 、 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） の 第 １ 吸 入 管 （ 61） を 流 れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 　 一 方 、 室 内 ユ ニ ッ ト （ 3） に 導 入 さ れ た 冷 媒 は 、 室 内 膨 張 弁 （ 36） で 膨 張 し て 室 内 熱
交 換 器 （ 31） を 流 れ る 。 冷 媒 は 、 室 内 熱 交 換 器 （ 31） を 流 れ る 際 、 室 内 空 気 か ら 吸 熱 し て
蒸 発 し 、 こ れ に よ り 、 室 内 空 気 が 冷 却 さ れ 、 室 内 の 冷 房 が 行 わ れ る 。 蒸 発 し た 冷 媒 は 、 第
２ ガ ス 側 連 絡 配 管 （ 24） を 流 れ て 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に 導 入 さ れ る 。 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） に
導 入 さ れ た 冷 媒 は 、 四 路 切 換 弁 （ 12） を 介 し て 第 ２ 吸 入 管 （ 62） を 流 れ 、 第 １ 吸 入 管 （ 61
） を 流 れ る 冷 媒 に 合 流 し て 主 圧 縮 機 （ 11） に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 　 な お 、 給 湯 回 路 （ 70） で は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 に 給 湯 用 水 が 流 れ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 　 そ の 他 の 構 成 、 作 用 及 び 効 果 は 実 施 形 態 １ と 同 じ で あ る
　 　 《 そ の 他 の 実 施 形 態 》
　 　 上 記 実 施 形 態 に つ い て は 、 以 下 の よ う な 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 上 記 室 外 ユ ニ ッ ト （ 2） の 主 圧 縮 機 （ 11） は 、 １ 台 の 圧 縮 機 で
あ っ た が 、 冷 凍 装 置 （ 1） の 能 力 に 応 じ て 複 数 の 圧 縮 機 を 並 列 に 接 続 し た も の を 用 い て も
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よ い 。 ま た 、 冷 凍 ユ ニ ッ ト （ 4） の ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 50） も 同 様 に 、 複 数 の 圧 縮 機 を 並 列
に 接 続 し た も の を 用 い て も よ い 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 　 ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 冷 凍 熱 交 換 器 （ 41） で 蒸 発 し た 冷 媒 を 、 ブ ー ス タ 圧 縮 機
（ 50） と 主 圧 縮 機 （ 11） と で ２ 段 圧 縮 し た が 、 冷 却 用 の 熱 交 換 器 で 蒸 発 し た 冷 媒 を 主 圧 縮
機 （ 11） の み で 単 段 圧 縮 す る 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 　 ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 室 内 ユ ニ ッ ト と 冷 凍 ユ ニ ッ ト を 備 え て い た が 、 こ の 構 成
に 加 え 又 は 冷 凍 ユ ニ ッ ト に 代 わ っ て 、 冷 蔵 シ ョ ー ケ ー ス や 野 菜 の 保 管 庫 の よ う な ０ ℃ 以 上
の 温 度 域 で 庫 内 の 冷 却 を 行 う た め の 冷 蔵 ユ ニ ッ ト を 有 し て い て も 良 い 。 つ ま り 、 シ ョ ー ケ
ー ス の 冷 凍 で 得 た 排 熱 に 加 え 又 は 代 わ っ て 、 冷 蔵 の シ ョ ー ケ ー ス や 保 管 庫 な ど で 得 た 排 熱
を 室 内 の 暖 房 に 利 用 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 １ で は 、 暖 房 運 転 時 に 、 室 内 の 暖 房 を 優 先 し た 運 転 を 行 い 、 該 室
内 の 暖 房 負 荷 に 基 づ い て 、 給 湯 用 水 の 流 量 を 制 御 し た が 、 給 湯 を 優 先 に 行 っ て も よ い 。 例
え ば 、 通 常 時 に は 室 内 の 暖 房 を 優 先 す る が 、 風 呂 の 利 用 者 が 多 く な る 時 間 帯 に は 、 給 湯 を
優 先 す る な ど し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 １ は 、 室 内 の 冷 暖 房 運 転 を 行 い 、 室 内 の 暖 房 時 と 冷 房 時 と 共 に 、
室 外 熱 交 換 器 （ 13） で 能 力 制 御 を 行 う よ う に し た が 、 冷 房 時 に は 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で
能 力 制 御 を 行 っ て 、 暖 房 時 に は 室 外 熱 交 換 器 （ 13） で 能 力 制 御 を 行 わ な い 構 成 で あ っ て も
よ い 。 そ の 場 合 、 室 外 膨 張 弁 （ 15） の 代 わ り に 電 磁 弁 を 設 け 、 暖 房 運 転 時 に 該 電 磁 弁 を 閉
状 態 に す る こ と に よ り 、 室 外 熱 交 換 器 （ 13） に 冷 媒 が 流 れ な い よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 給 湯 回 路 （ 70） で 加 熱 し た 給 湯 用 水 を 風 呂 湯 や 床 暖 房 に 利
用 し た が 、 例 え ば 、 コ ン ビ ニ 店 内 の 厨 房 な ど で 用 い る 食 器 洗 い な ど に 利 用 し た り 、 ホ ッ ト
缶 の 保 温 用 な ど に 用 い て も よ い 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 　 な お 、 以 上 の 実 施 形 態 は 、 本 質 的 に 好 ま し い 例 示 で あ っ て 、 本 発 明 、 そ の 適 用 物 、 あ
る い は そ の 用 途 の 範 囲 を 制 限 す る こ と を 意 図 す る も の で は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ４ ７ 】
　 　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 冷 却 熱 交 換 器 と 室 内 熱 交 換 器 と を 備 え た 冷 凍 装 置 に
つ い て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ４ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 １ に 係 る 冷 凍 装 置 の 冷 媒 回 路 及 び 給 湯 回 路 を 示 す 配 管 系 統 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 １ に 係 る 冷 凍 装 置 の 第 １ 暖 房 運 転 中 に お け る 冷 媒 及 び 給 湯 用 水 の 流 れ を
示 す 冷 媒 回 路 及 び 給 湯 回 路 の 配 管 系 統 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 １ に 係 る 冷 凍 装 置 の 第 ２ 暖 房 運 転 中 に お け る 冷 媒 及 び 給 湯 用 水 の 流 れ を
示 す 冷 媒 回 路 及 び 給 湯 回 路 の 配 管 系 統 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 形 態 １ に 係 る 冷 凍 装 置 の 第 １ 及 び 第 ２ 冷 房 運 転 中 に お け る 冷 媒 及 び 給 湯 用 水
の 流 れ を 示 す 冷 媒 回 路 及 び 給 湯 回 路 の 配 管 系 統 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 形 態 ２ に 係 る 冷 凍 装 置 の 暖 房 運 転 中 に お け る 冷 媒 及 び 給 湯 用 水 の 流 れ を 示 す
冷 媒 回 路 及 び 給 湯 回 路 の 配 管 系 統 図 で あ る 。 。
【 図 ６ 】 実 施 形 態 ３ に 係 る 冷 凍 装 置 の 第 １ 暖 房 運 転 中 に お け る 冷 媒 及 び 給 湯 用 水 の 流 れ を
示 す 冷 媒 回 路 及 び 給 湯 回 路 の 配 管 系 統 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 形 態 ３ に 係 る 冷 凍 装 置 の 第 ２ 暖 房 運 転 中 に お け る 冷 媒 及 び 給 湯 用 水 の 流 れ を
示 す 冷 媒 回 路 及 び 給 湯 回 路 の 配 管 系 統 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 形 態 ４ に 係 る 冷 凍 装 置 の 暖 房 運 転 中 に お け る 冷 媒 及 び 給 湯 用 水 の 流 れ を 示 す
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冷 媒 回 路 及 び 給 湯 回 路 の 配 管 系 統 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 形 態 ４ に 係 る 冷 凍 装 置 の 冷 房 運 転 中 に お け る 冷 媒 及 び 給 湯 用 水 の 流 れ を 示 す
冷 媒 回 路 及 び 給 湯 回 路 の 配 管 系 統 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ４ ９ 】
　 　  1　 冷 凍 装 置
　 　 10　 冷 媒 回 路
　 　 11　 主 圧 縮 機 （ 圧 縮 機 ）
　 　 12　 四 路 切 換 弁 （ 切 換 手 段 ）
　 　 13　 室 外 熱 交 換 器
　 　 15　 室 外 膨 張 弁 （ 室 外 膨 張 機 構 ）
　 　 16　 給 湯 熱 交 換 器
　 　 31　 室 内 熱 交 換 器
　 　 36　 室 内 膨 張 弁 （ 室 内 膨 張 機 構 ）
　 　 41　 冷 却 熱 交 換 器
　 　 46　 冷 凍 膨 張 弁 （ 冷 却 膨 張 機 構 ）
　 　 50　 ブ ー ス タ 圧 縮 機 （ 圧 縮 機 ）
　 　 70　 給 湯 回 路
   102　 容 量 制 御 部 （ 容 量 制 御 手 段 ）
   103　 流 量 制 御 部 （ 流 量 制 御 手 段 ）
   104　 暖 房 能 力 制 御 部 （ 暖 房 能 力 制 御 手 段 ）
   105　 冷 房 能 力 制 御 部 （ 冷 房 能 力 制 御 手 段 ）
   106　 室 外 フ ァ ン 制 御 部 （ 吸 熱 量 制 御 手 段 、 放 熱 量 制 御 手 段 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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